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1

1
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16
日

99
件

62

15日

111
件

右
は
、
い
ず
れ
も
本
会
議
の
み
の
数
字
で
あ
り
、
他
に
委
員

会
、
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
開
会
回
数
の
う
ち

四
回
は
定
例
会
で
、
そ
の
他
は
臨
時
会
で
あ
る
。

54 53 52 51 50 49 48 47 

: 
誤 会

7
回

7
回

11
回

7
回

9
回

16
日

6
回

12
日

9
回

16
日

7
回

14
日

12
回

18
日

60 59 58 57 56 55 

: 
9
回

17
日

10
回

15日

8
回

15日

7
回

14
日

8
回

15日

11
回

20
日

4
回

11
日

案
件

開

会

会

議

回

数

日

数

議
会
審
議
の
状
況
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議

会

案
件

開

会

会

議

回

数

日

数

3
 

2
 

ー

置） 空
港
関
連
対
策
に
関
す
る
特
別
委
員
会
(4
6
.
1
2
.
2
2
設
置
）

0
目
的
開
港
に
伴
う
騒
音
・
道
路
・
空
港
関
連
産
業
の
振
興

対
策
に
関
す
る
調
査
。

〇
調
査
事
項
①
県
空
港
対
策
室
長
及
び
県
機
関
の
説
明
聴

取
。
②
熊
本
空
港
お
よ
び
熊
本
県
庁
の
状
況
調
査
。
③
騒

音
対
策
、
道
路
対
策
、
関
連
産
業
の
立
地
雇
用
状
況
な
ど

の
調
査
と
と
も
に
、
県
知
事

・
国
の
機
関
へ
の
要
望
書

・

陳
情
書
な
ど
の
提
出
。
④
地
元
体
制
の
確
立
、
民
家
移
転

な
ど
の
促
進
対
策
な
ど
。

広
域
市
町
村
圏
調
査
特
別
委
員
会

(
4
6
.
7
.
1
6
設
置
）

0
目
的
地
域
指
定
お
よ
び
内
容
調
査
。

〇
調
査
事
項
①
県
関
係
機
関
の
説
明
聴
取
、
内
容
な
ど
の
検

討
協
議
。
②
隣
接
市
町
の
指
定
状
況
、
圏
域
調
査
な
ど
で

本
町
は
鹿
児
島
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ソ

化、

空
港
の
所
在
町

と
し
て
鹿
児
島
圏
域
が
適
当
と
結
論
。

テ
レ
ビ
難
視
地
域
解
消
調
森
特
別
委
員
会

(
4
9
.
3
.
1
2
設

特
別
委
員
会
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6

中
学
校
問
題
調
査
特
別
委
員
会

(5
4
9
1
2
.
2
0
設
置
）

討
調
査
。

5
 

4
 

テ
レ
ビ
難
視
地
域
の
解
消
対
策
に
つ
い
て
の
調
沓
。

〇
調
査
事
項
①
テ
レ
ビ
難
視
地
域
お
よ
び
難
視
家
庭
の
調

査
。
②
県
知
事
お
よ
び
N
H
K
.
M
B
C

•

K
T
S

な
ど

に
陳
情
、
③
地
元
出
身
県
議
、
国
会
議
員
に
陳
情
。
④
50

年
、
上
床
公
園
の
一
角
に

N
H
K
中
継
局
の
建
設
決
定
。

企
業
誘
致
調
査
特
別
委
員
会

(50
.
1
0
.
7
設
置
）

0
目
的
町
の
活
性
化
対
策
と
し
て
企
業
の
本
町
立
地
促
進
に

関
す
る
調
森
。

〇
調
査
事
項
①
臨
空
産
業
の
誘
致
促
進
に

つ
い
て
の
調
査
。

②
県
経
済
連
ヒ
ナ
セ
ン
ク
ー
等
に
関
す
る
調
査
。
③
く
み

あ
い
食
品
立
地
に
つ
い
て
の
調
査
。
④
大
岩
鉱
山
立
地
に

つ
い
て
の
調
査
。
⑤
空
港
関
連
道
路
、
高
速
自
動
車
道
な

ど
交
通
網
の
積
極
的
推
進
調
査
。

役
場
新
庁
舎
建
築
調
査
特
別
委
員
会

(52
.
6
.21
設
置
）

0
目
的

庁
舎
施
設
内
容
調
査
。

0
調
査
事
項
①
先
進
地
調
査
（
宮
崎
県
川
南
町
、
高
鍋
町
）
。

②
財
源
規
模
等
執
行
部
と
の
協
議
。
③
農
協
事
務
所
と
の

関
連
調
査
、
意
見
聴
取
お
よ
び
検
討
会
。
④
設
備
等
の
検

0
目
的

8
 

7
 

統
合
問
題
に
関
す
る
調
査
。

〇
調
査

事

項

①

文
教
厚
生
委
員
会
の
協
議
内
容
調
査
°②-――

者
会
談
の
内
容
調
査
。
③
町
民
世
帯
動
向
の
把
握
調
査
。

④
教
育
振
興
計
画
の
検
討
。
⑤
将
来
の
中
学
校
の
教
育
振

興
策
の
調
査
。

県
民
の
森
調
査
特
別
委
員
会

(5
5
.
1
0
.
7
設
置
）

0
目
的
県
民
の
森
の
本
町
へ
の
影
響
施
設
内
容
な
ど
の
調

脊。

〇
調
査
事
項

①
先
進
地
調
査
（
大
分
県
庁
お
よ
び
県
民
の
森
）

（川
内
市
・

東
町
）
。
②
県
知
事
、
関
係
機
関
へ
の
陳
情
お

よ
び
協
議
。
③
自
然
薬
草
の
森
、
運
動
広
場
（
多
目
的
広

場
）
を
町
内
に
設
置
方
陳
情
。
④
地
権
者
の
要
望
価
格
に

対
す
る
協
力
。

⑤
地
元
雇
用
の
促
進
、
県
民
の
森
ラ
ソ
ニ

ソ
グ
コ
ー
ス
の
設
置
方
要
望
書
の
提
出
。
⑥
施
設
充
実
と

観
光
農
業
の
促
進
要
望
。

畑
総
調
査
特
別
委
員
会

(57
.
8

.
23
設
置
）

0
目
的
水
価
の
軽
減
対
策
と
畑
か
ん
営
農
指

導

体

制

調

査
。

〇
調
脊
事
項

現
地
）
o

②
助
成
制
度
の
分
析
比
較
検
討
、
軽
減
措
置
の

0
目
的

①
先
進
地
調
査
（
南
薩
畑
か
ん
事
務
所
お
よ
び

85 
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調
査
。
③
営
農
体
系
、
指
導
体
制
の
調
査
。
④
地
元
国
会

議
員
へ
の
陳
情
活
動
（
早
期
完
成
、
補
助
対
策
）
⑤
フ
ァ

ー
ム
ポ
ン
ド
ま
で
の
県
費
負
担
要
望
。
⑥
市
場
統
合
、
産

地
化
形
成
へ
の
促
進
対
策
。
⑦
フ
ラ
イ
ト
農
業
の
確
立
対

策
を
要
望
。

企
業
誘
致
調
査
特
別
委
員
会

(
6
1
.
3
.
2
8
設
置
）

0
目
的
久
留
味
川
農
エ
団
地
の
優
良
企
業
立
地
と
造
成
に
関

す
る
調
査
。

〇
調
査
事
項
①
先
進
地
調
査
（
横
川
町
九
州
ア
ル
バ
ッ
ク
お

よ
び
関
連
企
業
）
゜
②
鹿
児
島
県
民
生
協
の
立
地
要
望
に

対
す
る
企
業
調
査
（
本
社
・
店
舗
）
。

③
久
留
味
川

農

工

団
地
の
現
地
調
査
。
④
地
元
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交

換
及
び
優
良
企
業
の
誘
致
依
頼
。
⑤
団
地
造
成
に
伴
う
高

速
自
動
車
道
法
面
埋
立
て
の
要
望
書
提
出
な
ど
。

優
良
議
会
と
し
て
全
国
表
彰

町
村
議
会
議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
県
大
会
で
優
勝

町
村
議
会
議
員
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
県
大
会
で
優
勝

表

彰

等

哲
司

山

崎

虎

熊

最
勝
寺
良
直

野
間

野
間

満
塩

◇
副
議
長

末
重

延
時

力
蔵

重
雄

郁
夫

忠
男

今
吉

進

重
丸

末
重

岩
元

保
雄

三
郎

忠
男 静

山

崎

虎

熊

最
勝
寺
良
直

田
上

◇

議

長 四

歴

代

議

長

、

昭
和
34
年
5
月
12
日
1
3
8
年
4
月
3
0
日

昭
和
38年
5
月
1
日
ー
41
年
3
月
30
日

昭
和
4
1
年

4
月
1
1
日
1
4
2
年

4
月
30日

昭
和
42
年
5
月
1
日
！
49
年
8
月

3
日

昭
和
49
年
8
月
3
日
ー
50
年

4
月
30
日

昭
和
50
年
5
月
6
日
ー
52
年
5
月
6
日

昭
和
52
年
5
月
6
日
i
5
4
年

4
月
30日

昭
和
54
年
5
月
1
日
ー
58
年

4
月
30
日

昭
和
58
年
5
月
1
日
i
6
0
年

4
月
30日

昭
和

60
年
5
月
1
日
！
62
年
4
月
3
0
日

昭
和

62
年
5
月
1
日
！
現
在

昭
和
34
年
5
月
1
2
日
1
3
6
年

4
月
7
日

昭
和
36
年
4
月

28
日
1
3
8
年
4
月
3
0
日

昭
和
38
年
5
月
1
日
1
4
1
年
4
月
1
0
日

副
議
長
（
町
制
施
行
後
）

6
2
.
2
.
7

県
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞
受
賞

86 
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0
昭
和

54
年
4
月
22
日

一
般
選
挙

野
間
勝
買

一丁

0
昭
和
53
年
5
月
28
日
補
欠
選
挙
（
重
森
友

一
氏
死
亡
に
よ
る
）

/‘ー

福
永
春
雄
、
野
間
勝
質
、
満
塩
郁
夫

政

昭
和
41
年
4
月
11
日
ー
42
年
4
月
30
日

昭
和
42
年
5
月
1
日
ー

46
年
4
月
30
日

昭
和
46
年
5
月
1
日
i
4
9
年
5
月
3
日

昭
和
49
年
5
月
3
日
ー

50
年
4
月
30
日

昭
和
50
年
5
月
6
日
ー

54
年
4
月
30
日

昭
和
54
年

5
月
1
日
ー
5
8
年
4
月
30
日

昭
和
58
年

5
月

1
日
1
5
9
年
3
月
2
7
日

昭
和
59
年
3
月
29
H
i
60
年
4
月
30
日

春

雄

昭

和

60
年
5
月
1
日
ー
62
年
4
月
30
日

野

問

勝

賀

昭

和

62
年
5
月
1
日
i
6
2
年
10
月

5
日

岩

元

秀

則

昭

和

62
年
10
月

5
日
1
現
在

◇
町
談
会
議
員
（
昭
和
46
年
4
月
25
日

一
般
選
挙
後
）

0
昭
和
50
年
4
月
27
日

一
般
選
挙

末
重
忠
男
、
仮
屋
園
静
男
、
上
原
正
大
、
福
永
春
雄
、
二
具
忠

満
塩
郁
夫
、
重
丸
三
郎
、
有
村
四
郎
、
徳
永
重
幸
、
今
吉
進
、

重
森
友
一
、
住
吉
優
、
八
木
鉄
矢
、
末
元
貞
志
、
野
間
重
雄
、

徳
重
貞
利
、
春
田
時
雄
、
延
時
力
蔵

山
下
勝
義
、
上
原
正
大
、
丸
山

忍
、
岩
元
英
雄
、
笹
峰
護

編

福
永

福
永

有
村

末
重

忠
男

野
間

力
蔵

重
雄

四
郎

忍

0
昭
和
5
8
年
4
月
24
日

一
般
選
挙

延
時
力
蔵
、
岩
元
英
雄
、
徳
重
貞
利
、

山
下
勝
義
、
野
間
重
雄

松
田
一
夫
、
蔵
園
幸
夫
、
野
間
勝
質
、
岩
元
秀
則
、
丸
山
忍

今
吉
耕
夫
、
春
田

忍

、

徳

冨
武
次
、
今
村
優
、

重
森
吉
利

末
重
忠
男
、
福
永
春
雄
、
有
村
四
郎

0
昭
和
61
年
5
月
25
日
補
欠
選
挙
（
有
村
四
郎
氏
辞
職
に
よ
る
）

禍
塩
郁
夫

0
昭
和
62
年
4
月
26
日
一
般
選
挙

今
村
優
、
今
吉
康
己
、
蔵
園
幸
夫
、
重
森
吉
利
、
松
田

一
夫

忍
、
春
田
忍
、
岩
元
秀
則
、
竹
下
睦
旺
、
今
吉
耕
夫

春
田

延
時

米
丸

重
丸

夫郎

満
塩

今
吉

清
近
衛

末
重
忠
男
、
満
塩
郁
夫
、
岩
元
秀
則
、
蔵
園
幸
夫
、
上
原
正
大

有
村
四
郎
、
延
時
力
蔵
、
八
木
鉄
矢
、
松
田

一
夫
、
福
永
春
雄

今
村
優
、
徳
冨
武
次
、
徳
重
貞
利
、
住
吉
優
、
今
吉
耕
夫

末
元
貞
志
、
野
間
勝
質
、
野
間
重
雄

0
昭
和
57
年
5
月
30
日
補
欠
選
挙
（
末
元
貞
志
氏
死
亡
に
よ
る
）

87 
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有

馬

四

郎

岩
元

◇
収
入
役

堂

乎

耕

吉

役

野

村

秀

男
四
郎

耕
吉

保
雄衛

勝
芳

今
吉

有
馬

堂
平

岩
元

衛

長

岩
下

野
村

有
馬

秀
男

四
郎

◇
町

行政・組織 ・機構

司
馬

第
二
章

今
吉

◇
助

昭
和
34
年
4
月
1
3
4
年
10
月

昭
和
35
年
2
月
1
3
6
年
1
月

行
政
・
組
織
・
機
構

歴
代
―
―
―
役
（
町
制
施
行
後
）

昭
和
34
年
4
月
1
3
7
年
6
月
（
初
代
）

昭
和
37
年
6
月
1
4
5
年
6
月

(
2
1
3
代）

昭
和
45
年
6
月
1
6
1
年
6
月

(
4
1
7
代）

昭
和
61
年

6
月

1
現
在

(
8
代）

昭
和
34年
4
月
1
3
4
年
10
月

昭
和

36
年
2
月
1
4
5
年
3
月

昭
和
45
年
8
月
1
4
9
年
8
月

昭
和
49
年
8
月
1
5
7
年
8
月

昭
和
57
年
8
月
1
6
1
年
2
月

昭
和
61
年
8
月

1
現
在

な
か
で
も
、
賛
否
両
論
少
な
か
ら
ず
解
決
困
難
を
予
想
さ
れ
た

―
―．

一―-代
町
長
（
昭
和
37
年
6
月
1
4
5
年
6
月）

野
村
秀
男
は
溝
辺
町
竹
子
一
一
四
六
八
番
地
の
出
身
で
、
多
年
に

わ
た
り
溝
辺
産
業
組
合
書
記

・
溝
辺
村
農
業
会
主
事
・
溝
辺
村
議

会
議
員

・
溝
辺
村
収
入
役

・
助
役
の
要
職
を
重
ね
、
産
業

・
行
政

に
明
る
い
経
歴
と
温
厚
篤
実
な
人
柄
を
も
っ
て
昭
和
一
二
十
七
年
六

月
選
ば
れ
て
第
二
代
町
長
に
就
任
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
直
面
目

な
性
格
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
町
政
の
進
展
に
力
を
注
き
、
そ
の

間
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
陵
南
小
学
校
の
建
設
、
竹
子

中
と
溝
辺
中
の
統
合
、
中
央
公
民
館
の
建
設
な
ど
の
ほ
か
明
治
百

年
記
念
事
業
植
樹
、
町
章
•
町
民
憲
章
の
制
定
な
ど
そ
の
功
績
は

大
き
い
。

野
村
秀
男

上
原

歴
代
首
長
と
そ
の
周
辺

岩
元

新
村

藤
吉

勝
芳

良
喬

堂
平

田
畑

耕
夫

耕
吉

昭
和
36
年
2
月
ー
44
年
1
月

昭
和
44
年
2
月
ー
45
年
8
月

昭
和
45
年
8
月
ー
57
年
8
月

昭
和

57
年
8
月
ー
61
年
8
月

昭
和
61
年
8
月
！
現
在
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理
事
長
を
務
め
、
そ
の
推
進
に
懸
命
の
努
力
を
な
し
、
近
く
台
地

地
総
合
土
地
改
良
事
業
の
導
入
に
は
自
ら
十
三
塚
原
土
地
改
良
区

行

の
台
地
農
業
に
水
を
と
の
切
実
な
願
い
を
こ
め
て
、
十
一二
塚
原
畑

し
た
功
績
は
後
世
に
永
く
残
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
本
町

政

新
鹿
児
島
空
港
開
港
前
後
の
山
稽
す
る
重
要
課
題
を
適
切
に
処
理

編

鹿
児
島
新
空
港
建
設
問
題
に
つ
い
て
は
熱
誠
を
も
っ
て
軌
道
に
の

せ
、
溝
辺
町
躍
進
の
道
を
開
い
た
こ
と
は
長
く
町
史
に
残
る
こ
と

か
く
し
ゃ
く

な
お
塑
錬
と
し
て
後
人
へ

で
あ
る
。
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た
現
在
、

の
よ
き
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
六
年
四
月
、
以
上
の
功
労
に
よ
り
、
勲
六
等
に
叙
さ

れ
単
光
旭
日
章
拝
受
の
栄
に
浴
し
た
。

有
馬
四
郎
四
ー
七
代
町
長
（
昭
和
45
年
6
月
ー
61
年
6
月）

有
馬
四
郎
は
溝
辺
町
麓

一
〇
八
八
番
地
の
出
身
で
、
昭
和
二
十

一
年
復
員
後
溝
辺
村
書
記
と
な
り
、
経
済
・
税
務
・
総
務
課
長
を

経
て
溝
辺
町
収
入
役
・
助
役
の
要
職
に
つ
い
た
。
産
業
を
は
じ
め

行
政
全
般
に
わ
た
る
実
績
と
温
厚
篤
実

・
高
潔
な
人
格
は
町
民
ひ

と
し
く
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
第
四
代
町
長

に
就
任
、
以
来
四
期
連
続
無
投
票
当
選
と
い
う
輝
や
か
し
い
実
績

を
残
し
、
職
を
今
吉
衛
に
継
い
だ
。

そ
の
功
績
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
特
に
昭
和
四
十
七
年

さ
れ
た
。

行

政

機

構

農
業
も
大
き
な
転
換
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他
町

上
水
道
の
設
置
、
開
発
公
社
の
設
立
、
地
籍
調
査
事
業
、
上
床
公

園
の
開
発
、
網
掛
川
の
改
修
、
役
場
庁
舎
の
新
築
、
広
域
林
道
の

開
設
、
自
治
公
民
館
制
度
の
発
足
、
増
健
運
動
の
推
進
、
小
中
学

校
の
建
築
と
防
音
工
事
・
民
家
防
音
工
事
・
集
落
移
転
な
ど
騒
音

対
策
の
実
施
、
み
ぞ
べ
温
泉
の
掘
さ
く
、
体
育
館
建
築
等
々
が
あ

る
が
、
単
に
町
段
階
に
限
ら
ず
国
県
段
階
で
も
貢
献
、
昭
和
六
十

年
に
は
「
農
林
水
産
行
政
に
関
す
る
市
町
村
長
懇
談
会
」
に
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
委
員
と
し
て
、
国
政
に
対
す
る
意
見
の
開
陳
を

す
る
な
ど
の
実
績
も
あ
り
、
内
外
と
も
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
勇
退

浩
辺
町
の
行
政
機
構
は
第
25
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
町
役
場

職
員
（
昭
和
六
十
三
年
度
）
は
、
総
数
―
―
五
名
（
男
八
九
名
、

女
二
六
名
）
で
、
う
ち

一
般
職
九

0
、
現
業
職
ニ
―
―-
、
教
育
職
ニ

で
あ
る
。
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第25表 溝辺町機構図

昭63.4 .1現在
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務
財
政
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管

財

務
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係
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係
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衛
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係
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係

保
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衛
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係

経
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振
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係

林
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係

耕
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係

畑

総

係

耕

地

竺

6
)
ー
占

建

設

諜

(15)

ー
贔
贔
画
い

管

理

係

業

務

係

工

務

係

水
道
諜

(
5
)
~

公
園
管
理
諜
(
1
)

管

理

係

t
収

人

役

(
2
)

会

計

係

口

議

会

事

務

局

（

3
）

議

事

係

ロ

（

兼

務

1
)

一
農
業
委
員

会

一

事

務

局

(
3
)

農

地

係

庶

務

諜

(
3
)

庶

務

係

国

(
9
)

上
且
戸
緑

教
育
長
ー
教
育
次
長

7
幼

稚

園

[

社

会

隕

謬

11い会
教
育
係

町

長

助

交,1 

公
じ

4
か

て父
1h 

久
保
武
徳
（
経
済
課
長
）
、
新
村
藤
吉
（
収
入
役
）

昭
和
四
十
五
年
三
月
、
新
鹿
児
島
空
港
建
設
開
始
に
伴
い
、
従

来
の
農
業
を
主
体
と
し
た
産
業
形
態
も、

第
二
次
•

第
三
次
産
業

へ
と
移
行
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

一
方
、
町
の
発
展
計
画
を

具
現
す
る
た
め
に
は
、
財
団
法
人
の
開
発
公
社
を
設
立
し
、
工
場

用
地
・
住
宅
用
地

•

そ
の
他
公
共
用
地
な
ど
の
取
得
確
保
、
な
ら

び
に
宅
地
造
成
事
業
の
推
進
を
し
、
用
地
需
要
者
に
対
し
、
低
廉

で
分
譲
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
場
産
業
誘
致
を
容
易
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
同
年
十
月
公
社
が
設
立
さ
れ
た
。

設
立
以
後
、
数
多
く
の
業
績
を
残
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
以

下
経
緯
を
記
す
。

0
昭
和
45
年
8
月
2
7
日
財
団
法
人
溝
辺
町
開
発
公
社
設
立
発
起

人
会
。
発
起
人
11
有
馬
四
郎
（
町
長
）
、
岩
元
保
雄
（
議
長
）
、

今
吉
進
、
重
丸
三
郎
、
延
時
力
蔵
、
蔵
園
哲
二
、
末

重

忠

男

（
以
上
議
員
）
、
米
丸

一
夫
（
農
業
委
員
会
長
）
、
山
崎
虎
熊

（
農
協
長
）
、
野
問
重
雄
（
森
林
組
合
長
）
、
堂
平
耕
吉
（
助

役
）
、
上
原
良
喬
（
企
画
課
長
Y
増
永
己
邦
（
建
設
課
長
）
、

四

溝
辺
町
開
発
公
社
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当
時
各
町
で
開
発
公
社
の
設
立
が
増
加
し
、
県
で
は
抑
制
の
方

針
で
臨
ん
で
い
た
が
、
本
町
は
空
港
設
置
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

当
時
の
金
丸
知
事
（
現
参
議
院
議
員
）
の
配
慮
も
あ
り
認
可
の
運

び
と
な
っ
た
。
認
可
手
続
き
は
、
福
丸
忠
志
（
開
発
担
当
参
事
）

が
そ
の
衝
に
当
た
っ
た
。

0
昭
和
45
年
10
月
16
日

0
昭
和
45
年
10
月
24
日

設
立
登
記
完
了
。

第
一
回
理
事
会
。
規
則
規
程
、
事
業
計

画
、
収
支
予
算
、
役
員
構
成
な
ど
決
定
、
資
本
金
五

0
万
円
で

発
足
。

以
下
年
度
ご
と
の
事
業
実
績
の
み
記
述
す
る
。

0
昭
和
45
年
度

取
得
11
公
害
住
宅
用
地
（
原
村
）
空
港
関
連
用
地
（
曲
迫
）

総
合
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
用
地
（
前
山
）
農
業
公
園
用
地

（
上
堤
）
分
譲
用
地
（
曲
迫

・
西
原
）

港
関
連
用
地
（
麓
原

・
曲
迫
）
分
譲
宅
地
（
西
原
）
公
共
用

地
（
大
内
田

・
栢
場
）
水
源
用
地

（
貫
水

・
赤
岩）

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
用
地

（上
床
）
里
山
林

道

用
地
（
管
ノ

取
得
11
公
害
住
宅
用
地
（
原
村
）
農
業
公
園
用
地
（
上
堤
）
空

流
通
業
務
用
地

（
曲
迫

．
麓
原

・
松
ケ
迫
）
換
地
用
地

0
昭
和
49
年
度

供
給
11
騒
音
移
転
用
地
、
住
宅
用
地

行 政

取
得
11
農
業
公
園
用
地
、
上
床
公
圏
用
地
、
騎
音
移
転
用
地
、

0
昭
和
46
年
度

編

0
昭
和
48
年
度

供
給
11
分
譲
用
地

（
曲
迫
）
換
地
用
地
（
火
取
ほ
か
）

ロ
）
企
業
分
譲
用
地

（中
尾）

供
給
11
分
譲
用
地
（
タ
ク
シ
ー
、
ガ
ス
ス
タ
ソ
ド
、
空
港
給
油

施
設
）
公
共
用
地
（
西
原
住
宅
、
原
村
住
宅
、
里
山
林
道）

換
地
用
地

0
昭
和
4
7
年
度

取
得
11
農
業
公
園
用
地
（
崎
森
）
騒
音
移
転
用
地
（
有
JI
)
流

通
業
務
用
地
（
松
ケ
迫
）
換
地
用
地

供
給
11
騒
音
移
転
用
地
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
用
地
、
里

山
林
道
用
地
、
格
納
庫
用
地
、

燃
料
タ
ン
ク
用
地
、
代
替
用

こ
の
年
、
町
の
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
横
峯
、
末
吉
岡
地
城
の

開
発
試
案
が
提
出
さ
れ
、
京
王
帝
都
電
鉄
株
式
会
社
が
、
総
合

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
協
力
体

制
は
整
っ
た
が
、
地
権
者
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
で
ぎ
ず
、
不

発
に
終
わ
っ
た
。

地
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取
得
11
白
崩
、
観
光
農
園
用
地
（
小
鹿
倉
）

0
昭
和
57
年
度

取
得
11
農
業
公
園
用
地
（
上
堤
）
陵
南
小
学
校
建
設
用
地
、
流

通
業
務
用
地
（
西
原
・
曲
迫
）
農
業
公
社
牧
場
用
地

供
給
11
上
床
公
園
用
地
、
騒
音
移
転
用
地

0
昭
和
50
年
度

供
給
11
陵
南
小
学
校
用
地
、
騒
音
移
転
用
地
、
農
業
公
社
牧
場

用
地

0
昭
和
51
年
度

供
給
11
溝
辺
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
用
地
、
上
堤
農
地
処
分

0
昭
和
52
年
度

供
給
11
流
通
業
務
用
地
（
空
港
拡
張
）

0
昭
和
53
年
度

供
給
11
東
洋
高
圧
用
地
、
西
原
分
譲
住
宅
用
地

0
昭
和
54
年
度

供
給
11
代
替
用
地
（
農
業
公
園
用
地
処
分
）

0
昭
和
5
5
年
度

取
得
・
供
給
11
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地

温
泉
掘
さ
く
開
始

0
昭
和
56
年
度

供
給
11
観
光
農
園
用
地

0
昭
和
58
年
度

温
泉
掘
さ
く
完
了
、
浴
場
棟
を
建
設
、
土
地
と
共
に
町
に
寄
附

供
給
11
西
武
運
輸
株
式
会
社
用
地

0
昭
和
59
年
度

供
給
11
鹿
島
道
路
プ
ラ
ン
ト
用
地

0
昭
和
60
年
度

白
崩
地
区
に
、
畑
総
事
業
フ
ァ
ー
ム
ボ
ン
ド
造
成
の
捨
土
利
用

昭
和
47
年
「
狂
乱
地
価
」
の
さ
な
か
、
政
府
は
地
価
上
昇
で
自

治
体
の
用
地
取
得
が
か
さ
む
の
を
避
け
る
た
め
、
公
有
地
拡
大
推

進
法
を
制
定
し
、
土
地
開
発
公
社
が
自
治
体
に
代
わ
っ
て
公
有

地
、
公
共
用
地
を
先
行
取
得
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
県
内
で
も
、

各
自
治
体
の
合
意
に
よ
り
県
町
村
土
地
開
発
公
社
を
設
立
、
各
自

治
体
に
支
社
を
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。
本
町
も
こ
れ
に
呼
応
、
従

た
る
事
務
所
の
設
置
を
し
、
従
来
、
財
団
法
人
溝
辺
町
開
発
公
社

五
鹿
児
島
県
町
村
土
地
開
発
公
社

溝
辺
町
支
社

に
よ
る
造
成
完
了

昭
和
61
年
度
以
降
は
資
産
管
理
の
み
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供
給
11
陵
南
幼
稚
園
用
地
、
農
業
公
園
用
地
、
工
場
用
地

ロ
・
計
牛
）
竹
子
青
少
年
研
修
会
館
用
地
、
塵
芥
処
分
場
用

が
行
っ
て
き
た
公
有
地
の
取
得
業
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ

た
。
以
下
事
績
を
記
録
す
る
。

0
昭
和
48
年
度

取
得
11
上
床
公
園
用
地
、
騒
音
移
転
用
地
、
農
産
加
工
場
用

地
、
流
通
業
務
用
地
（
麓
）

．

0
昭
和
49
年
度

取
得
11
住
宅
用
地
、
農
産
加
工
場
用
地
、
流
通
業
務
用
地
、
農

業
公
園
用
地
、
代
替
用
地

造
成
1
1
宅
地
（
道
ケ
迫
）
、
農
産
加
工
場
用
地
、
流
通
業
務
用

地
（
松
ケ
迫
）

供
給
11

玉
利
中
学
校
長
住
宅
用
地
、
一
般
分
譲
住
宅
用
地
、
換

地
用
地
（
南
十
三
塚
）

0
昭
和
50
年
度

取
得
1
1
騒
音
移
転
用
地
、
流
通
業
務
用
地

供
給
11
騒
音
移
転
用
地
、
農
産
物
加
工
場
用
地
（
現
九
州
新
進

工
場
及
び
姶
良
中
部
農
協
本
所
）

0
昭
和
5
1
年
度

取
得
11
陵
南
幼
稚
園
用
地
、
住
宅
用
地
（
第
二
陵
南
）
、
工
場

用
地

（
高
槻
電
器
）

取
得
1
1
営
農
研
修
セ
ソ
タ
ー
用
地
、
公
営
住
宅
用
地
（
坂
ノ

0
昭
和
52
年
度

取
得
1
1
農
道
用
地
（
原
村
）
、
騒
音
移
転
用
地

供
給
1
1
町
道
用
地
（
向
井
田
線
）
、
住
宅
用
地
（
陵
北
）
、

工
場

用
地
（
高
槻
電
器
）

0
昭
和
53
年
度

取
得
1
1
溝
辺
小
拡
張
用
地

供
給
11
町
道
用
地
（
陵
南
線
）
溝
辺
小
拡
張
用
地
、
流
通
業
務

用
地
（
大
岩
鉱
山
（
立
地
後
倒
産
）
現
在
県
経
済
連
保
有
）

0
昭
和
54
年
度

取
得
1
1
墓
地
公
苑
用
地
（
久
保
山
）

供
給
11
流
通
業
務
用
地
（
伊
田
食
品
、
福
永
駐
車
場
、
エ
ア
ボ

ー
ト
山
形
屋
、
大
橋
農
機
、
南
九
州
道
路
サ
ー
ビ
ス
ほ
か
）

0
昭
和
5
5
年
度

取
得
11
公
営
住
宅
用
地
（
坂
ノ
ロ
）
陵
南
中
建
設
用
地
、
第
二

陵
南
住
宅
用
地
、
塵
芥
処
分
場
用
地
（
三
縄
）

造
成
1
1
墓
地
公
苑
、
第
二
陵
南
団
地

供
給
11
陵
南
中
用
地

0
昭
和
56
年
度
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取
得
11
農
村
工
業
団
地
用
地
（
久
留
味
JI)

0
昭
和
60
年
度

地
（
三
縄
）
姶
良
地
区
農
業
共
済
組
合
建
設
用
地

造
成
11
農
業
共
済
組
合
用
地

供
給
11
謳
芥
処
分
場
（
三
縄
）
営
農
研
修
セ
ン
タ

ー
用
地
、
公

営
住
宅
用
地
（
第
二
陵
南
）
蓋
地
公
苑
、
農
業
共
済
組
合

0
昭
和
57
年
度

供
給
11
公
営
住
宅
（
計
牛

・
教
職
員
住
宅
）
青
少
年
処
修
会
館

用
地
、
宅
地
（
論
地
）

0
昭
和
58
年
度

取
得
11
塵
芥
処
分
場
（
瀬
間
利
）
流
通

業

務

用
地
（
県
道
法

面）

供
給
11
老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー
用
地
、
公
営

住

宅

用
地

（
坂
ノ

ロ）

道
路
新
設
用
地

（
猶
ケ
迫
）
宅
地
分
譲
（
論
地
）
歯
科

医
院
建
設
用
地
（
重
久
）
県
事
業
換
地
用
地
（
県
）

0
昭
和
59
年
度

取
得
11
社
会
教
育
施
設
用
地
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
用
地
、
新

観
光
ル
ー
ト
事
業
用
地

供
給
11
塵
芥
処
分
場

（
瀬
問
利
）
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
用
地
、

新
観
光
ル

ー
ト
事
業
用
地

（
上
床
）
宅
地
分
譲
（
論
地
）

へ
寄
附

0
昭
和
61
年
度

取
得
11
農
村
工
業
団
地
用
地
、
流
通
業
務
用
地
（
道
路
公
団
）

社
会
教
育
施
設
用
地
、
町
道
改
良
用
地

供
給
11
宅
地
分
譲
（
論
地
）

以
上
の
事
績
を
ふ
り
か
え
る
と
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
公
社
の

果
た
し
て
き
た
役
割
は
、
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
に
お

い
て
も
そ
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

従
来
町
民
表
彰
は
、
町
制
施
行
記
念
な
ど
の
行
事
に
併
せ
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
基
準
も
そ
の
つ
ど
決
定
す
る
方
法
で
あ
っ
た

が
、
表
彰
条
例
を
制
定
し
町
の
自
治
振
興
を
促
進
す
る
こ
と
と
し

た
。
以
下
経
緯
に
つ
含
記
述
す
る
。

0
昭
和
51
年
11
月
2
日

「
溝
辺
町
表
彰
条
例
」
制
定
。
表
彰
の

種
類
は
「
一
類
功
労
表
彰
」
「
二
類
功
労
表
彰
」
「
善
行
表
彰
」

の
一
＿
一
種
類
と
し
た
。

0
昭
和
51
年
11
月
2
日

r. 

ノ‘

「
松
山
績
」
を
一
類
功
労
者
と
定
め
る

町

民

表

彰

供
給
11
宅
地
分
譲
（
論
地
）
論
地
宅
造
地
の
道
路

・
法
面
を
町
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今
吉
近
衛
11
明
治
38
年
12
月
5
日
生
。
町
議
会
議
員
―
二
年
、

（
町
勢
振
興
、
交
通
安
全
思
想
普
及
に
貢
献
）

議
決

0
昭
和
51
年
11
月
3
日

「
松
山
績
」
表
彰
。
功
績
は
、
町
教
育

委
員
長
二

四
年、

町
社
会
福
祉
協
議
会
長
六
年
、

町
体
育
協
会

初
代
会
長
な
ど
教
育

・
文
化
・

福
祉

・
産
業
各
般
に
わ
た
り
貢

献
さ
れ
た
。

0
昭
和
52年
11
月
3
日

二
類
功
労
者
一

0
名
表
彰

徳
永
正
次
郎
1
1
明
治
30
年
5
月
9
日
生
。
町

議
会
議
員
一
―

年
、
司
法
保
護
司
二
六
年
（
政
治
、
社
会
福
祉
に
貢
献
）

最
勝
寺
良
直
11
明
治
33
年
3
月
23
日
生
。
町
農
業
委

員
二

四

年
、
町
議
会
議
員
―
二
年
、
社

会
教
育
委
員
―
二
年
（
政

治
、
産
業
、
社
会
教
育
に
貢
献
）

山
崎
虎
熊
11
明
治
36
年
5
月
3
日
生
。
町
職
員
四
年
、
収
入
役

―
二
年
、
助
役
五
年
、
町
議
会
議
員
一
八
年
（
地
方
自
治
振

輿
に
貢
献
）

重
森
満
次
1
1
明
治

36
年
5
月
20
日
生
。
町
議
会
議
員
―
二
年
、

選
挙
管
理
委
員

一
五
年
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

―
二
年

（地
方
自
治
特
に
明
正
選
挙
推
進
に
貢
献
）

吉
森
周

一
1
1
明
治
36
年
12
月
10
日
生
。
町

議
会
議
員
一
六
年

町
農
業
委
員
六
年
（
町
勢
振
典
、
福
祉
向
上
に
貢
献
）

堂
平
耕
吉
11
明
治
39
年
7
月
25
日
生
。
町
職
員
三
年
、
収
入
役

一
四
年
、
助
役
四
年

（地
方
自
治
向
上
に
貢
献
）

野
村
秀
男
11
明
治
41
年
3
月
1
日
生
。
町
議
会
議
員
四
年
、
収

入
役
一
年
、
助
役

―
二
年
、
町
長
八
年
（
町
勢

振

興

に
貢

鳥
丸
フ
ジ
1
1
明
治
41
年
6
月
15
日
生
。
教
員
二
三
年
、
婦
人
会

役
員

ニ
ハ
年
、
民
生
委
員
―
二
年
、
社
会
教
育
委
員
―

0
年

（
社
会
教
育
に
貢
献
）

満
塩
清
11
明
治
32
年
4
月
25
日
生
。
町

議
会
議
員
―
二
年
六

月
、
煙
草
耕
作
組
合
長
一
八
年

（政
治
、
産
業
振

興

に

貢

献）

0
昭
和
56年
11
月
3
日

二
類
功
労
者
四
名
表
彰

重
丸
三
郎
1
1
明
治
43
年
12
月
1
日
生
。
町
議
会
議
員
ニ
ハ
年
、

町
農
業
委
員

一
七
年
（
政
治
、
産
業
振
興
に
貢
献
）

今
吉
進
11
明
治
45
年
2
月
4
日
生
。
町
議
会
議
員
二
二
年
、
教

育
委
員
五
年
七
月
（
町
勢
発
展
、
産
業
振
興
に
貢
献
）

中
山
藤
蔵
1
1
明
治
36
年
2
月
25
日
生
。
民
生
児
童
委
員
二
四
年

（社
会
福
祉
、
民
生
安
定
に
貢
献
）

米
丸
一
夫
1
1
大
正

5
年
2
月
3
日
生
。
町
議
会
議
員
―
二
年
、

献
）
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町
農
業
委
員
一
八
年
（
町
勢
発
展
、
産
業
振
興
に
貢
献
）

0
昭
和
57
年
1
1
月
3
日
二
類
功
労
者
一
名
表
彰

新
村
藤
吉
1
1
大
正
4
年
1
2
月
20
日
生
。
町
職
員
二
四
年
、
収
入

役
―

二
年
（
地
方
自
治
行
政
振
興
に
貢
献
）

0
昭
和
61
年
1
1
月
3
日

ニ
類
功
労
者
四
名
表
彰

徳
永
正
吉
1
1
明
治
43
年
1
2
月

26
日
生
。
医
院
開
業
四
一
年
、
P

T
A
会
長
四
年
、
フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ム
開
設
（
町
民
の
健
康
管

理
、
老
人
福
祉
向
上
に
貢
献
）

剥
岩
智
1
1
大
正
4
年
5
月
21
日
生
。
果
樹
（
梨
）
の
導
入
、
農

業
委
員
九
年
（
果
樹
振
興
に
貢
献）

有
馬
四
郎
11
大
正
7
月
9
月
26
日
生
。
町
職
員
ニ
―
一
年
、
収
入

役

一
年
、
助
役
九
年、

町
長
一
六
年
（
行
財
政
全
般
の
発
展

振
興
に
貢
献）

岩
元
保
雄
1
1
大
正
9
年
8
月
15
日
生
。
町

教

育

委

員

一一一年八

月
、
町
議
会
議
員
―
一
年
三
月
、
助
役
八
年
（
行
政
各
般
に

貢
献）

庁

舎

建

築

現
在
、
佐
藤
医
院
の
場
所
に
あ
っ
た
木
造
庁
舎
を
、
現
在
の
有

七

画
が
あ
り
、
現
在
の
役
場
敷
地
内
に
建
築
の
要
望
が
な
さ
れ

川
大
字
公
民
館
（
有
川
四
九
九
番
地
）
に
移
転
改
築
し
た
の
が
昭

和
五
年
（
当
時
発
行
の
村
勢
要
覧
に
よ
る
と
「
職
員
は
、
特
別
職
―
―一
名、

書
記
八
名
、
技
手
一
名
、
計
十
二
名
」
と
あ
る
）
。
岩
下
司
馬
村
長
就

任
（
昭
和
二
十
五
年
）
ま
で
は
、
狭
い
な
か
ら
も
増
改
築
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
職
員
数
の
増
加
な
ど
も
あ
り
、
増
改
築
す
る

こ
と
数
度
に
及
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
老
朽
化
し
た
建
物
、
狭
い

面
積
、
拡
大
し
た
行
政
執
行
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
各
様
の
必

要
度
か
ら
、
住
民
の
庁
舎
改
築
へ
の
声
が
高
ま
っ
て
き
た
。
一

方
、
昭
和
四
十
七
年
鹿
児
島
空
港
開
発
に
前
後
し
て
内
外
の
来
客

も
多
く
な
り
、
ま
た
モ
ー
ク
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ソ
の
進
化
に
伴
い
駐
車

場
も
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
庁
舎
移
転
の
要
望
に
拍

車
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
次
の
よ
う
な
経
過
を
ふ
ま
え
移
転

新
築
と
な
っ
た
。

0
昭
和
5
1
年
3
月

標
と
し
た
）

0
昭
和
5
2
年
6
月

i
昭
和
5
2
年
1
2
月
識
会
役
場
庁
舎
建
築
調
査

特
別
委
員
会
（
委
員
長

・
延
時
力
蔵
）
設
置。

委
員
会
五
回

庁
舎
建
築
積
立
金
条
例
制
定
（
一
億
円
を
目

研
修
四
日
、
こ
の
間
、
溝
辺
町
農
協
も
新
事
務
所
建
設
の
計
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管

・
電
気
工
事
1
1
九
州
電
気
工
事
株
式
会
社

▽
財
源
内
訳
（
総
額
一
二
億
二
九
六
八
万
一

0
0
0
円）
11
起
債

本
体
工
事
11
株
式
会
社
鴻
池
組

八
四
一
万
六

0
0
0円
、
そ
の
他
一
四
五

0
万
円
）

た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
実
現
し
な
か
っ
た
。
（
現
状
を

考
え
る
と
、
併
設
し
な
か
っ
た
こ
と
が
適
切
な
判
断
で
あ
っ

た
と
大
方
の
意
見
で
あ
る
）

0
昭
和

52
年
7
月

地
）
と
す
る
条
例
制
定

0
昭
和

52
年
12
月
設
計
競
技
参
加
通
知
（
七
社
指
定
、
参
加
料

一
社
一

0
万
円）

0
昭
和
53
年
1
月
庁
舎
建
設
委
員
会
設
置
（
助
役
、
収
入
役
、

総
務
、
企
画
、
建
設
、
経
済
、
水
道
各
課
長
、
建
設
課
技
術

係
長
、
議
会
議
長
、
副
議
長
、
総
務
財
務
委
員
長
で
構
成
）

設
計
競
技
参
加
七
点
を
委
員

――

名
の
投
票
に
よ
り
、
そ
の

順
位
を
決
定
、
町
長
に
報
告
。
県
建
築
課
長
、
同
補
佐
の
意

見
聴
取

0
昭
和
53
年
2
月
町
長
が
設
計
業
者
、
永
園
設
計
株
式
会
社
に

決
定

0
昭
和
53
年
5
月
入
札
指
名
。
本
体
工
事
一
六
社
、
管
工
事
一

三
社
、
電
気
設
備
一
〇
社
、
電
話
設
備
一
二
社

0
昭
和
53
年
5
月
入
札
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定

役
場
の
位
置
を
有
川
三
四
一
番
地
（
現
在

▽
建
物
面
積
1
1

ニ
五
九
〇

・0
1―-
平
方
屈
（
本
館
ニ

―
五
六

．

四
―
―
一
平
方
屈
、
車
庫
四
―
―
―
三

・
六
平
方
屈
）

▽
総
工
事
費
1
1

三
億
二
九
六
八
万
一
千
円
（
本
体
工
事
一
億
八

ニ
八

一
万
円
、
管
工
事
四
三
八

0
万
円
、
電
気
工
事
四
ニ
―
―
―

0
万
円
、
電
話
工
事
三
七

0
万
円
、
車
庫
工
事
一

0
四
五
万

円
、
上
水
道
工
事
四
五

0
万
円
、
自
家
発
電
―
二

0
万
円、

駐
車
場
工
事
一
五
七

0
万
円
、
別
館
屋
上
防
水
工
事
一
四
〇

万
円
、
庭
園
造
成
工
事
九

0
万
五

0
0
0
円
、
設
計
委
託
料

き 電
話
工
事
1
1
富
士
電
通
工
業
株
式
会
社

車
庫
工
事
1
1
有
限
会
社
岩
元
建
設

駐
車
場
工
事
1
1
末
重
建
設
有
限
会
社

0
昭
和
53
年
5
月

着

工

0
昭
和
54年
3
月

完

成

〔
工
事
の
概
要
〕

▽
敷
地
面
積
1
1

―
-
0
五
―
―
-
•

八
二
平
方
屈

▽
構
造
11
本
館
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
（
地
下
一

階
、
塔
屋
二
階
付
）
車
庫
は
鉄
骨
造
乎
家
建
、
長
尺
鉄
板
ぶ
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旧 庁 舎

行政 ・組織 ・機樅

億
八
九

0
0万
円
、
特
定
財
源

一
億

一
五
0
0万
円
（
積
立

金
九
五

0
0万
円
、
旧
庁
舎
処
分

一
0
0
0万
円
、
立
木
処

分

一
0
0
0
万
円
）

一
般
財
源
二
五
六
八
万

一
0
0
0
円

0
昭
和
5
4
年
1
月
25
日

旧

庁

舎
閉
庁
式
、
五
0
年
間
お
せ
わ
に

な
っ
た
庁
舎
と
の
別
れ

0
昭
和
5
4
年
1
月
26
日

0
昭
和
5
4
年
3
月
25
日

庁
舎
移
転

町
制
二
0
周
年
記
念
式
典
と
併
せ
落
成

新 庁 舎

祝
賀
会

新
し
い
庁
舎
は
、
溝
辺
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
伸
び
ゆ
く
溝

辺
町
の
象
徴
で
も
あ
る
。
加
え
て
時
あ
た
か
も
町
制
二

0
周
年
。

職
員
一

同
心
を
新
た
に
し
、

さ
ら
に
地
方
自
治
の
本
旨
を
よ
く
見

究
め
、
そ
の
具
現
に

一
層
の
努
力
を
傾
注
す
る
こ
と
を
誓
い
あ
っ

こ
。

f
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職
を
退
い
て
は
や
一
年
を
過
ぎ
た
、
長
い
よ
う
で
も
あ
り
ま
た

短
い
よ
う
に
も
感
ず
る
。
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
つ
つ
今
年
も
ま

た
人
事
異
動
の
時
機
が
く
る
。
懐
か
し
い
同
僚
や
後
翡
ほ
如
何

に
。
栄
転
か
、
そ
れ
と
も
勇
退
か
。
一

人
静
か
に
思
い
を
寄
せ
る

昨
今
で
は
あ
る
。

り
ぬ

（
石
原
）

町
田
良
夫

職
退
き
て
一
年
経
た
り
こ
の
夏
も
人
事
異
動
の
時
期
と
は
な
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前
提
と
な
る
情
勢
の
変
化
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
国

・
県
の

基
本
的
考
え
方

・
指
向
方
策
な
ら
び
に
本
計
画
の
総
論
に
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
広
域
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
は
近
隣
地
域
と
連
帯

協
同
の
実
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
で
は
本
町

の
計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
記
述
す
る
こ
と
と
し

こ。f
 溝

辺
町
総
合
振
興
計
画
の
目
標
は
、
本
町
の
経
済
水
準
を
全
国

水
準
以
上
に
引
ぎ
上
げ
、
町
民
福
祉
の
向
上
と
、
町
民
の
生
活
水

準
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、
基
本
的
に
は
町
内
産
業
の
振
興
を
強
力
に
推
進

し
、
長
期
的
な
計
画
の
も
と
に
経
済
規
模
の
拡
大
を
は
か
る
と
と

も
に
、
教
育
の
充
実
、
民
生
の
安
定
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
そ
の
前
提
と
し
て
、
町
の
自
然
的

・
社
会
的

条
件
を
最
大
に
活
用
し
、
特
色
あ
る
溝
辺
町
建
設
を
は
か
る
た
め

基

本

構

想

第
三
章

企
画
・
財
政

①
本
町
産
業
の
基
幹
を
な
す
農
林
業
の
近
代
化
を
促
進
し
、
観

光
農
業
地
域
の
確
立
を
は
か
る
。

②
空
港
関
連
の
事
業
を
推
進
し
、
商
工
業
の
振
興
を
は
か
る
。

③
地
域
に
お
け
る
教
育
の
振
興
、
未
来
に
つ
な
ぐ
調
和
の
と
れ

た
社
会
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
豊
か
な
情
操
社
会
を
培

ぅ
以
上
、
本
町
の
開
発
目
標
を
一
二
つ
に
ま
と
め
た
が
、
こ
れ
は
、

ま
ず
食
糧
供
給
地
帯
の
役
割
を
果
た
す
上
か
ら
も
、
農
林
業
の
近

代
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
観
光
に
つ
な
が
る
農
業
経
営
へ
の

移
行
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
観
光
の
振
興
も
は
か
り
、
臨
空
工

業
地
域
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
航
空
機
利
用
、
な
ら
び
に
九

州
縦
貫
自
動
車
道
利
用
に
よ
る
企
業
の
進
出
・

誘
致
を
は
か
る
こ

と
に
よ
り
、
地
場
産
業
並
び
に
商
工
業
の
振
興
を
は
か
り
、
明
る

く
豊
か
な
町
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

-
0年
後
の
溝
辺
町
の
姿
は
、
今
後
の
わ
が
国
経
済
社
会
の
展

望
、
及
び
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
定
住

構
想
実
現
の
た
め
の
国
の
施
策
、
県
政
推
進
の
基
本
方
向
に
沿
っ

て
県
計
画
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
ー
|
な
ど
に
よ
る
影
響

も
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

溝
辺
町
民
歌
に
「
か
が
や
く
大
地
、
噴
く
水
に
、
勤
労
の
意
気
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た
く
ま
し
く
、
豊
か
な
み
の
り
築
く
手
に
、
あ
あ
躍
進
の
明
日
を

呼
ぶ
、

興
さ
む
溝
辺、

わ
が
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
節
が
あ
る
。
全

く
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
活
力
と
創
造
に
富
む
町
民
性
を
培
い
」

町
民

一
体
と
な
っ
て
、
明
る
＜
心
豊
か
な
郷
土
建
設
の

た
め
、
勇

気
と
情
熱
を
も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
乗
り
こ
え
る
気
概
に
満
ち

か
く
し
て
躍
進
溝
辺
町
が
生
ま
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
計
画
は
、
今
後
に

お
け
る
町
政
の
基
本
方
向
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
現
実
に
行
政
運
営
を
効
率
的
、
計
画
的
に
行
う
た

め
の
指
針
で
あ
る
。

本
町
の
人
口
は
大
正
時
代
か
ら
今
日
ま
で
推
移
を
見
て
み
る
と

昭
和
二
十
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
九

一
七

0
人
（
男
四
四
八

0
人
、
女
四
六
九

0
人
）
で
最
近
最
も
多
く
昭
和
四
十
五
年
の
国

勢
調
査
時
六
四
四
六
人

（
男
三
一
五
一

人
、
女
三
二
九
五
人
）
と

最
近
最
も
少
な
い
。
昭
和
四
十
七
年
新
鹿
児
島
空
港
が
十
三
塚
原

に
開
港
さ
れ
て
以
来
、
道
路
網
の
整
備
等
人
的
・
物
的

・
交
流
も

盛
と
な
り
、
人
口
も
逐
次
回
復
し
昭
和
六
十
年
の
国
勢
調
査
人
口

は
七
八
五
四
人
と
な
り
、
昭
和
六
十
五
年
に
現
在
の
自
然
増
率
の

推
計
で
約
九

0
0
0人
の
人
口
を
目
標
を

一
万
―

1
0
0
0人
と

し

て
あ
る
。

ね
ば
な
ら
な
い
。

③
林
業
の
振
興

③
観
光
の
振
興

④
商
工
業
の
振
興

①
商
業
の
振
興

②
工
業
の
振
興

ー
一
方
就
業
人
口
の
比
率
は
、
昭
和
五
十
年
に
お
い
て
第
一
次
産

業
四
八

•

五
貯

、

第
二
次
産
業
一
四

・

ニ
貯

、

第
三
次
産
業
―
―

―

七

・
三
貯
で
あ
る
が
、
就
業
構
造
の
近
代
化
を
は
か
り
一

0
年
後

の
比
率
を
第

一
次
産
業
三
五
貯
、
第
二
次
産
業
二
0
貯
、
第
三
次

産
業
四
五
貯
と
し
て
、
こ
れ
が
改
善
に
積
極
的
に
努
力
す
る
も
の

と
す
る
。

基
本
的
施
策
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
、
種
目
に
つ
い
て

具
体
的
な
推
進
方
策
を
立
て
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
主
要

項
目
の
み
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
、
そ
の
成
果
と
併
せ
今
後
施
策

の
参
考
資
料
と
し
て
活
用
出
来
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

産
業
の
振
興

①
農
業
の
振
興

①
生
産
基
盤
の
確
立

②
流
通
体
制
の
確
立

③
担
い
手
の
投
成
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民
生
の
安
定

り
生
活
環
境
の
整
備

③
保
健

・
衛
生

⑥
社
会
福
祉

3

教
育
の
振
興

今
回
改
善
さ
れ
た
教
育
課
程
の
基
準
に
は
、
「
自
ら
考
え
、
正

し
く
判
断
で
き
る
力
を
も
つ
児
童
生
徒
の
育
成
」
と

い
う
こ
と
を

重
視
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
ね
ら
い
の
達
成
を
め
ざ
し
て
行
う

必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

い
人
間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育
て
る
こ
と
。

回
ゆ
と
り
あ
る
、
し
か
も
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う

い
国
民
と
し
て
、
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
、
基
本
的
な
内
容
を

重
視
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
個
性
や
能
力
に
応
じ
た

教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

し
た
が

っ
て
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
こ
の
基
本
理
念
の
も

と
に
児
童
生
徒
の
個
性
や
能
力
を
十
分
伸
ば
せ
る
教
育
条
件
整
備

を
行
う
べ
ぎ
で
あ
る
。

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
密
接
に

し
て
有
機
的
な
三
者
連
携
の
も
と
に
、
本
町
の
実
態
、
条
件
分
析

2
 に

す
る
こ
と
。

7
 

6
 

5
 

に
立
っ
て
将
来
へ
の
望
ま
し
い
方
策
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
青
少
年
育
成
、
生
涯
教
育
を
中
心
理
念
に
、
公
民
館
施
設
、

体
育

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
づ
く
り
を
推
進
し
、
自
治
的
公
民
館

活
動
体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

い
親
子
の
対
話
、
読
書
の
生
活
化
を
軸
と
す
る
家
庭
づ
く
り
。

回
健
康
増
進
、
体
力
づ
く
り
、
協
調
性
、
社
会
参
加
、
人
問
関

係
を
培
う
た
め
の
活
動
を
め
ざ
す
新
郷
中
教
育
的
組
織
づ
く

り
り
地
域
住
民
の
健
康
で
明
る
い
文
化
的
な
生
活
を
築
き
、
青
少

年
育
成
の
た
め
の
健
全
な
環
境
づ
く
り
。

へ
の
施
策
が
肝
要
で
あ
る
。

4

交
通
通
信
網
の
整
備

①
交
通
網
の
整
備

③
通
信
情
報
網
の
整
備

防
災
体
制

自
然
災
害

・
火
災
な
ど
各
種
災
害
の
防
災
体
制
と
消
防
体
制
の

充
実

・
強
化
、
治
山
、
治
水
、

空
港
な
ど
救
急
医
療
体
制
づ
く
り

機
能
の
充
実
を
図
る
必
要

行
財
政
の
合
理
化

土
地
利
用
の
合
理
化
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以
上
の
土
地
利
用
の
大
網
に

よ
り
、
道
路
網
の
整
備
を
図
り

つ

つ
、
住
宅
地
帯
と
し
て
は
都
市
計
画
区
域
、
石
原
付
近
か
ら
十
文

む
森
林
資
源
の
涵
養
を
図
る
。

産
業
の
振
輿
、
観
光
関
発
、
住
宅
地
の
整
備

A

工
業
団
地
の
設

置
な
ど
、
本
町
の
基
本
的
開
発
課
題
を
総
合
的
、
計
画
的
に
解
決

し
て
い
く
た
め
に
は
、
士
地

の
合
理
的
利
用
計
画
が
必
要

で
あ

る
。
特
に
本
町
の
場
合
、
鹿
児
島
空
港
の
整
備
、
九
州
縦
貫
自
動

車
道
の
供
用
な
ど
に
関
連
し
た
土
地
改
良
事
業
、
住
宅
団
地
、
エ

業
団
地
の
確
保
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

り
本
町
と
し
て
は
、
十
三
塚
原
畑
地
帯
総
合
土

地
改

良

事

業
、
竹
子
原
畑
地
総
合
土
地
改
良
事
業
、
そ
の
他
、
小
規

模
土
地
改
良
事
業
な
ど
に
よ
り
農
業
生
産
の
基
盤
の
整
備

充
実
を
は
か
る
。

③
空
港
を
中
心
と
す
る
六
九

0
ぃ
ん
の
溝
辺
都
市
計
画
区
域
に

つ
い
て
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
溝
辺
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市

計
画
事
業
を
推
進
す
る
。

③
上
床
公
園
、
高
屋
山
上
陵
を
中
心
と
す
る
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
等
の
充
実
と
役
場
、
農
協
、
郵
便
局
な
ど
公
共

施
設
等
に
関
連
し
た
環
境
の
整
備
。

い
長
尾
国
有
林
、
並
び

に
三
縄
の
一
部
は
、
特
殊
林
産
を
含

長
期
振
興
計
画

「
市
町
村
は
、

そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
議
会

の
議
決
を
経
て
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想
を
定
め
、
こ
れ
に
即
し
て
行
う
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
法
は
定
め

て
い
る
。

国
は

「新
国
土
総
合
開
発
計
画
」
、
県
は

「二
十
年
後
の
か
ご

し
ま
」
を
策
定
し
、
発
展
構
想
を
示
し
た
。
こ
れ
を
基
本
に
本
町

に
お

い
て
も
、
長
期
振
興
計
画
を
策
定
し
、
年
次
ご
と
実
践
を
果

た
し
て
き
た
が
、
以
下
計
画
の
概
要
を
記
述
す
る
。

（昭
和
46
年
ー
昭
和
55
年）

〔テ

ー
マ
〕
「
明
る
＜
心
豊
か
な
生
活
を
め
ざ
し
て
」

第

一

章

計

画
策
定
の
目
的

最
近
に
お
け
る
社
会
経
済
の
め
ざ
ま
し

い
発
展
と
住
民
の
生
活

水
準
の
向
上
に
伴
っ
て
、
住
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
、
ま

日

第

一
次
長
期
振
興
計
画

字
周
辺
に
至
る
一
帯
と
し、

部
と
す
る
。

工
業
地
帯
は
空
港
周
辺
と
、
町
中
北
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す
ま
す
増
大
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
も
高
度
な
も
の
が
要
請

さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
道
路
、
水
道
、
清
掃
、
公
圏
な
ど
の
生

活
環
境
の
整
備
な
ど
、
社
会
開
発
に
対
す
る
住
民
の
要
望
は
き
わ

め
て
強
く
な
っ
て
い
る
。
こ
と
に
わ
が
国
の
経
済
の
高
度
成
長
は

地
域
問
の
所
得
格
差
を
ひ
ろ
げ
る
と
と
も
に
激
し
い
人

口
の
移
動

を
伴
い
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
は
、
農
村
に
お
け
る
過
疎
問
題

を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
村
地
帯
は
若
年
層
人

口

の
減
少
に
よ
り
老
齢
人
口
の
相
対
的
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、
農
業

後
継
者
の
確
保
や
農
業
経
営
に
重
大
な
影
響
を
与
え
、
深
刻
な
社

会
問
題
を
派
生
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
変
動
に
対
応
す
る
た
め
、
国
は
新
国
土
総
合

開
発
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
県
に
お
い
て
は
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
「
二
十
年
後
の
か
ご
し
ま
」
を
策
定
し
て
、
県
民
の
進
む
方

向
を
示
し
た
。

本
町
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
社
会
情

勢
を
充
分
認
識
し
、
新
鹿
児
島
空
港
や
九
州
縦
貫
道
の
建
設
に
よ

り
、
空
陸
と
も
に
本
県
交
通
の
要
衝
と
な
る
こ
の
事
実
を
背
景

に
、
本
町
社
会
経
済
の
将
来
が
こ
れ
ら
の
特
性
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
、
ま
た
地
域
の
開
発
を
い
ず
れ
に
見
出
す
か
に
つ
い
て
長
期

の
展
望
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑱
 基

本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
具
体
的
方
策
の
う
ち
、
町
が
実

実
施
計
画

第
二
章

計
画
の
性
格
及
び
構
成

こ
の
計
画
の
性
格
は
、
溝
辺
町
開
発
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

に
焦
点
を
し
ぽ
り
、
本
町
地
域
社
会
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
、
行

財
政
を
合
理
的
か
つ
計
画
的
に
執
行
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
そ

の
基
本
的
施
策
を
明
ら
か
に
し
た
「
マ
ス
タ
ー
。
フ
ラ
ン
」
で
あ
る
。

次
に
計
画
の
編
成
は
次
の

三
項
目
に
区
分
す
る
。

切

基

本

構

想

溝
辺
町
の
お
か
れ
て
い
る
自
然
的
条
件
お
よ
び
社
会
的

・

経
済
的
条
件
に
対
応
し
な
が
ら
、
お
お
む
ね
一

0
年
後
の

町
の
あ
る
べ
き
姿
（
目
標
）
を
設
定
し
、
か
つ
目
標
達
成

の
た
め
の
基
本
的
施
策
及
び
手
段
の
大
綱
を
掲
げ
、
基
本

計
画
お
よ
び
実
施
計
画
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

③

基

本

計

画

基
本
構
想
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
溝
辺
町
の
将
来
の
目
標

に
接
近
す
る
た
め
、
町
が
行
う
べ
き
施
策
お
よ
び
手
段
な

ら
び
に
国
県
、
民
間
団
体
な
ど
に
期
待
す
べ
き
事
業
な
ど

を
明
ら
か
に
し
、
町
発
展
の
具
体
的
方
策
を
樹
立
す
る
も

の
で
あ
る
。
な
お
基
本
計
画
の
期
間
は
五
年
と
す
る
。
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第 2部 行 政 編

第
一
二
章

沿
本
町
は
そ
の
発
端
を
彦
火
火
出
見
尊
と
高
屋
山
上
陵
に
始
ま

り
、
悠
久
―
―

1
0
0
0
年
の
歴
史
の
う
え
に
由
緒
深
き

一
頁
を

飾
っ
て
い
る
。
高
屋
山
上
陵
を
中
心
に
奈
良
朝
時
代
を
通
じ

い
ん
盛
を
極
め
た
も
の
と
し
の
ば
れ
る
。
溝
辺
は
は
じ
め
加

治
木
郷
島
津
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
文
化
年
間
溝
辺
郷
と

な
っ
た
。

明
治

五

年

廃

藩
置
県
に
よ
り
庄
屋
制
度
を
廃
し
、
有
川
、
竹

子
、
三
縄
、
麓
、
崎
森
の
各
村
に
、
官
命
戸
長
制
度
に
よ
る

戸
長
が
就
任
し
た
。

明
治
二
十
二
年

町
村
制
実
施
に

伴
い
、
有
川
、
竹

子
、
一――

縄
、
麓
、
崎
森
の
五
ケ
村
を
合
併
し
、
溝
辺
村

と

改

称

し

計
画
の
基
盤
と
背
景

革
現
手
段
を
有
す
る
施
策
お
よ
び
手
段
を
行
財
政
運
営
の
な

か
で
、
重
点
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
し
て
ゆ
く
た
め
、
三

カ
年
の
年
度
別
実
施
計
画
を
定
め
、
社
会
経
済
条
件
及
び

町
財
政
状
況
の
変
化
に
応
じ
、
改
訂
を
加
え
な
が
ら
毎
年

度
の
予
算
編
成
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の

実
施
計
画
は
事
業
計
画
と
財
政
計
画
を

も
っ
て
楷
成
す

る
。

〇
就
業
人
口
比
率

昭
和
40
年
11
第
一
次
七
九

・
八
貯
、
第
一
一
次
五

・
七
宕
、

0
人
口
、
昭
和
四
十
六
年
後
半
よ
り
増
加
予
測

③
地
域
に
お
け
る
教
育
の
振
興
な
ら
ひ
に
社
会
開
発
を
促
進
す

る
。

第
四
章

昭
和
二
十
二

年

長

谷

地
区

O
・一―-
五
平
方
屈
、
二
六
戸
、

六
六
人
が
分
村
、
加
治
木
町
に
編
入
し
た

昭
和
二
十
七
年
迫
地
区

O
・六
八
平
方
桟
、
五
三
戸
、
二
八

五
人
か
分
村
、
加
治
木
町
に
編
入
し
た

昭
和
三
十
四
年
四
月
―

H
、
町
制
施
行
し
現
在
に
及
ん
で
い

る
。

開
発
目
標

①
本
町
産
業
の
根
幹
を
な
す
農
林
業
の
近
代
化
を
促
進
し
、
観

光
農
業
地
域
の
確
立
を
は
か
る
。

②
空
港
関
連
企
業
の
誘
致
を
推
進
し
、
商
工
業
の
振
興
を
は
か

る
。

第
三
次
一
四

•
五
貯

明
治
二
十
九
年

め
た
。

こ
。

f
 

郡
区
改
正
に
よ

っ
て
、
姶
良
郡
溝
辺
村
と
改
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1 

昭
和
55
年
目
標
11
第

一
次
四
〇
宕
、
第
二
次
二
〇
貯
、
第

三
次
四

0
町

基
本
的
施
策

一

産
業
の
振
興

①
農
業
の
振
興

①
農
地
の
集
団
化、

規
模
拡
大
と
圃
場
整
備
、
②
農
業
生

産
の
振
典
、
③
農
産
物
流
通
機
構
の
整
備
、
④
農
業
協
同

組
合
の
強
化、

⑤
観
光
農
業
の
推
進

③
林
業
の
振
輿

⑳
観
光
の
振
輿

④
商
工
業
の
振
典

①
商
業
の
振
興
、
②
工
業
の
振
興

二
民
生
の
安
定

①
生
活
環
境
の
整
備
（
上
水
道
、
住
民
、
塵
芥
し
尿
処
理
、

公
害
対
策
）

③
保
健
衛
生
（
太
陽
の
子
運
動
、
老
齢
者
対
策
）

⑥
社
会
福
祉

（
老
人
、
幼
児
、
母
子
、
身
障
者
対
策
）

三

教
育
の
振
興
（
学
校
教
育
、
幼
児
教
育
、
社
会
教
育）

四

交

通

通

信
網
の
整
備
（
空
港
関
連
道
路
、
県
道
、
町
道、

基
幹
農
道
、
観
光
ル
ー
ト
路
線
）

に

五
防
災
体
制
（
河
川
整
備
、
治
山
治
水
、
消
防
力
強
化
）

六
行
財
政
の
合
理
化

（
行
政
組
織
の
合
理

・
近
代
化
、
人
事

管
理
の
適
正
化
、
事
務
処
理
の
合
理
化、
広
域
行
政
の
整
備
）

七
土
地
利
用
の
合
理
化

効
率
的
土
地
利
用
（
農
業
用
地
の
保
全
、
住
宅

・
工
業
団
地

の
確
保
）

①
竹
子
計
牛
よ
り
宮
川
内
一
帯
を
か
ん
き
つ
、
ぶ
ど
う
等

を
主
体
と
す
る
観
光
農
業
地
帯

②
上
床
山、

高
屋
山
陵
を
中
心
と
す
る
総
合
レ
ク
リ
エ

ー

シ
ョ
ン

地
帯

③
南
部
大
内
田
、
久
保
山
地
域
の
花
舟
花
木
栽
培
地
帯
を

核
と
し
、
玉
利
よ
り
久
保
山
ま
で
の
県
道
バ

イ
バ
ス
南

西
地
域
、
石
原
バ
イ
バ
ス
付
近
を
住
宅
地
帯
に
、
空
港

周
辺
及
び
木
佐
貫
原
を
工
業
地
域
に
、
他
の
団
地
を
そ

れ
ぞ
れ
農
林
業
地
域
と

し
て
計
画

第
二
次
長
期
振
興
計
画

（
昭
和
56
年
ー
乎
成
2
年）

〔
テ
ー
マ
〕
「
活
力
あ
る
創
造
の
町
を
め
ざ
し
て
」
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第
一
章
計
画
策
定
の
趣
旨

溝
辺
町
は
こ
れ
ま
で
、
昭
和
四
十
五
年
に
策
定
さ
れ
た
総
合
開

発
計
画
を
基
本
と
し
、
同
年
制
定
さ
れ
た
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措

置
法
に
よ
り
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

過
疎
振
興
計
画
を
策
定
し
、
国
・
県
の
指
導
援
助
の
も
と
に
、
以

来
―

0
年
間
町
政
全
般
に
わ
た
り
諸
政
策
の
推
進
に
努
め
て
き

た
。
こ
の
間
、
本
町
に
お
い
て
は
鹿
児
島
空
港
の
開
港
、
九
州
縦

貫
高
速
自
動
車
道
の
建
設
並
び
に
溝
辺
空
港
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ

の
設
置
な
ど
、
空
陸
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
条
件
が
整
い
、
一
応

の
過
疎
化
現
象
の
歯
止
め
と
な
り
、
各
種
の
基
盤
整
備
の
進
展
と

相
ま
っ
て
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
間
、
わ
が
国
の
経
済
社
会
情
勢
は
、
経
済
の
高
度

成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
の
移
行
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
土
地
、

水
、
環
境
資
源
の
制
約
の
高
ま
り
、
人
口
、
産
業
の
地
方
分
散
傾

向
の
強
ま
り
、
国
際
化
の

一
層
の
進
展
、
よ
り
生
ぎ
が

い
の
あ
る

生
活
を
求
め
る
国
民
意
識
の
変
化
な
ど
大
き
く
変
ぼ
う
し
つ
つ
あ

る。
こ
の
よ
う
な
情
勢
変
化
の
も
と
で
、
本
町
も
ニ
―
世
紀
を
指
向

し
た
新
し
い
郷
土
の
創
造
を
め
ざ
す
た
め
、
本
町
産
業
の
根
幹
を

な
す
農
林
業
の
安
定
と
中
小
企
業
の
振
輿
、
若
者
が
定
着
し
活
気

あ
る
溝
辺
を
築
く
た
め
の
優
良
な
就
業
機
会
の
拡
大
、
高
齢
化
社

会
に
対
応
す
る
福
祉
の
充
実
、
連
帯
感
に
根
ざ
し
た
地
域
社
会
の

形
成
な
ど
、
多
く
の
課
題
の
着
実
な
解
決
を
図
っ
て
い
く
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
経
済
の
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
の
移
行
に
伴
い
、

今
後
、
経
済
の
高
度
成
長
の
も
と
で
の
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
運
営

の
見
直
し
を
行
い
つ
つ
、
限
ら
れ
た
資
源
の
効
率
的
活
用
を
図

り
、
増
大
す
る
行
政
需
要
や
町
民
の
期
待
に
こ
た
え
、
町
民
の
自

立
自
興
の
気
概
に
燃
え
る
諸
活
動
と
相
ま
っ
て
、
町
民
の
福
祉
の

向
上
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
第
三
次
全
国
総
合
開

発
計
画
が
決
定
さ
れ
、
第
一
次
全
国
総
合
開
発
計
画
が
昭
和
一
―
-
+

七
年
に
、
所
得
倍
増
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
代
表
さ
れ
る
高
度
成
長
期

の
日
本
経
済
を
背
景
と
し
て
策
定
さ
れ
た
の
に
対
し
、
一
五
年
の

歳
月
を
経
た
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
が
、
資
源
の
有
限
性
、

経
済
の
安
定
成
長
と
い
う
背
景
の
中
で
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
、
あ

る
種
の
歴
史
の
重
み
を
感
ず
る
。

一
方
、
県
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
年

度
ま
で
の
八
カ
年
の
鹿
児
島
県
総
合
計
画
を
策
定
し
、
内
外
の
き

び
し
い
諸
情
勢
の
な
か
で
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
歴
史
と
伝
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国
な
ら
び
に
県
に
対
し
て
は
、
こ
の
計
画
の
示
す
方
向
と

統
に
輝
く
郷
土
鹿
児
島
を
さ
ら
に
躍
進
さ
せ
る
た
め
「
ぬ
く
も
り

に
み
ち
た
偉
大
な
鹿
児
島
の
創
造
」
を
理
念
と
し
て
、
県
政
推
進

の
基
本
方
向
な
ら
び
に
部
門
別
計
画
、
地
域
振
興
の
方
向
が
示
さ

れ
た
。
当
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
国
な
ら
び
に
県
の
開
発
計
画

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
当
町
の
現
状
、
情
勢
変
化
の
方
向
を
的
確
に

見
究
め
な
が
ら
、
新
し
い
発
想
、
新
し
い
視
点
に
立
っ
て
、
町
の

進
む
べ
ぎ
方
向
を
明
ら
か
に
し
、
町
民
す
べ
て
が
一
体
と
な
り
、

計
画
的
か
つ
総
合
的
な
町
政
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

、0
し

第
二
章

第
三
章

計
画
の
期
間

計
画
の
期
間
は
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
ま
で
の
一

〇
カ
年
と
す
る
。計

画
の
性
格
お
よ
び
役
割

こ
の
計
画
は
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
、
本
町
の
進
む
べ
き
方

向
と
目
標
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策
を

明
ら
か
に
す
る
総
合
計
画
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
役
割
を
も
つ
。

①
町
政
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
運
営
の
基
本
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
個
別
ま
た
は
部
門
ご
と
の
各
種
の
計
画
お
よ
び
重
要

施
策
推
進
の
基
準
と
な
る
。

③
 

ー 第
五
章

施
策
に
つ
い
て
必
要
な
事
業
の
推
進
と
措
置
を
要
望
し
、
そ

の
実
現
を
期
待
す
る
。

⑱
町
民
に
対
し
て
は
、
こ
の
計
画
の
示
す
方
向
と
施
策
の
推

進
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を

誘
導
す
る
指
針
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

第
四
章
計
画
の
構
成

基
本
構
想
は
、
本
町
を
め
ぐ
る
経
済
社
会
の
長
期
展
望
の

も
と
に
、
計
画
の
理
念
と
基
調
、
町
政
推
進
の
基
本
方
向
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
目
標
年
次
に
お
け
る
町
勢
の
姿

を
示
す
。

基
本
計
画
は
、
基
本
楠
想
を
実
現
す
る
た
め
の
策
定
に
つ

い
て
、
町
政
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
そ
の
基
本
方
針
、
施
策

の
方
向
を
五
年
間
に
わ
た
り
明
ら
か
に
す
る
。

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
を
甚
礎
に
、
さ
ら
に
一
ニ
カ
年
間

の
施
策
を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
の
実
施
計
画
を
樹
立

し
、
毎
年
度
ロ
ー
リ
ン
グ
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

計
画
の
基
盤
と
背
景
（
溝
辺
町
の
概
況
）

自
然
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
、
経
済
的
諸
条
件
の
概
要

計
画
は
基
本
構
想
、
基
本
計
画、

実
施
計
画
を
も
っ
て
構
成
す

る
。
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の
中
心
部
を
貫
流
し
て
、
大
字
有
川
を
経
て
加
治
木
町
に
出
て
錦

江
湾
に
注
い
で
い
る
。
こ
れ
が
竹
子

・
有
川
地
区
の
水
田
か
ん
が

長
尾
国
有
林
の
東
端
に
発
す
る
網
掛
川
の
上
流
は
、
大
字
竹
子

有
す
る
。

0
位
置

本
町
は
鹿
児
島
県
の
ほ
ぽ
中
央
部
、
姶
良
郡
の
西
部
に
位
置

し
、
鹿
児
島
市
よ
り
東
北
約
三
五
虹
の
高
台
地
に
あ
り
、

隼

人

町
、
加
治
木
町
、
姶
良
町
、
横
川
町
に
接
す
る
。

0
地
勢

本
町
の
地
形
は
、
南
北
に
長
く
、
東
西
に
狭
く
、
中
央
高
屋
山

上
陵
に
よ
り
、
お
お
む
ね
南
北
に一

一分
さ
れ
て
お
り
、
地
勢
も
対

象
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
南
方
は
平
地
に
富
み
、

水
尻
原
か

ら
隼
人
町
境
十
三
塚
に
至
る
約
一

〇
屈
余
り
の
高
台
平
地
は
、
か

ん
が
い
水
利
の
便
に
恵
ま
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
畑
地
で
あ
り
、
そ

の
間
わ
ず
か
に
山
林
が
散
在
し
て
い
る
（
こ
の
地
域
に
鹿
児
島
空

港
が
あ
る
）
。
一

方
、
西
北
地
帯
は
、
主
と
し
て
山
岳
地
帯
を
形

成
し
、
国
有
林
長
尾
山
脈
は
、

姶
良
町
と
の
境
を
な
し
、
南
北
に

走
り
、
そ
の
他
に
私
有
林
が
多
く
町
内
主
要
河
川
の
源
を
な
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
河
川
は
こ
の
地
帯
の
産
業
と
密
接
な
関
連
を

切
自
然
的
条
件

こ
ろ
で
あ
る
。

回
歴
史
的
条
件

（
沿
革
）

い
の
主
体
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
部
横
川
町
境
を
源
と
す
る

久
留
味
川
は
、
横
川
町
境
の
谷
間
を
ぬ
っ
て
東
に
走
り
、
隼
人
町

に
出
て
天
降
川
の
本
流
に
注
い
で
お
り
、

大
字
竹
子
の
西
北
部

と、

大
字
三
縄
地
区
の
水
田
を
か
ん
が
い
し
て

い
る
。

要
す
る
に
こ
の
地
帯
は
、
両
河
川
に
沿

っ
て
本
町
の
主
要
水
田

地
帯
を
形
成
し、

そ
の
台
地
に
若
干
の
畑
地
が
散
在
す
る
。

標
高
を
示
す
と
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

0
気
象
な
ど

▽
気
湿
1
1

本
町
の
年
間
平
均
気
温
は
、

一
六
•
四
！

一
六
•

六

度
で

一
般
的
に
高
温
多
湿
で
あ
る
が
、
下
場
地
帯

（加
治
木
町
、

隼
人
町
）
に
比
較
す
る
と
冷
涼
で
あ
る
。
気
温
較
差
は
割
合
に
小

さ
く
約
九
度
の
差
で
あ
る
。
年
に
か
な
り
の
遅
速
は
あ
る
が
、
初

霜
は
十
月
下
旬
、
晩
霜
は
四
月
下
旬
と
な
っ
て
い
る
。

▽
地
質
1
1
地
質
は
安
山
岩
及
び
シ
ラ
ス
を
母
材
と
し
た
火
山
灰

質、

黒
ボ
ク
シ
ラ
ス
等
の
特
殊
土
壌
で
あ
る
。

▽
降
雨
量
11
梅
雨
期
と
台
風
シ

ー
ズ
ン
に
は
、
し
ば
し
ば
集
中

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
が
、
網
掛
川
流
域
の
河
川
改
修
が
進
み
、
今

後
は
久
留
味
川、

宇
曽
木
川
流
域
の
災
害
発
生
が
心
配
さ
れ
る
と
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場 所 l東 経 I北 緯 l標 届． 

中心地 l役 場 付 近 I
度分 秒I 度 分秒II m 

130.40.40 31.49.30 249 

極東大字麓中野 隼人町境 l 130. 42. 20 1 31. 49. 30 I 281 

極 西 I,, 有川丹生附姶良町境 130. 38. 10 I 31. 49. 30 I 380 

東南端 I"崎森桑ノ丸 隼人町境 I 130. 42. 50 I 31. 45. 20 1 250 

西北端 I,, 竹子野坂横川町境 I 130. 38. 40 I 31. 62. so I 385 

（降雨量 単位:mm) 

三門u11 I 2 I 3 I 4 I s I 6 1 1 I 8 1 9 1 10 11 I 12 

24 128 168 1285 1264. 61568 1 77. 91119 I 46. 1 9 64. 1 79. 2 1733. 5 

29. 4 40. 8 19. 8J120. 2J208. 21381. 1 94 1110. 91 95 1 5 11. 51 6. 4 1182. 9 

54年159 I 40 1234 183. 51 88 1392 ¥231. 3173 I 63. 51 76. 5121. 51 51 11713. 3 

3年 間I I 
平均

37. 5 36. 31140. 61196. *87 1447. z¥134. 4154. 31 68. 4130. 2 65. 7145. 5 1543. 2 

（建設課調）

計

明
治
二
十
二
年
町
村
制
実
施
に
伴
い
、
有
川
、
竹
子
、
三
縄
、

麓
、
崎
森
の
五
ヵ
村
を
合
併
し
溝
辺
村
と
改
称
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
長
谷
地
区
0
•

三
五
平
方
諜
、
二
六
戸
、
一
六

六
人
。
昭
和

一
一
十
七
年
迫
地
区0
•

六
八
平
方
桟
、
五
三
戸
、
ニ

八
五
人
が
分
村
、
そ
れ
ぞ
れ
加
治
木
町
に
編
入
し
、
昭
和
一――
十
四

年
町
制
を
施
行
し
た
。

総
面
積
六
四
•
四
五
平
方
i点
で
過
疎
現
象
の
き
び
し
か
っ
た
本

町
で
は
あ

っ
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
鹿
児
島
空
港
が
オ
ー
プ
ン

し
、
こ
れ
を
契
機
に
過
疎
化
現
象
に
歯
止
め
を
か
け
、
さ
ら
に
九

州
縦
貫
自
動
車
道
路
の
開
通
に
よ
り
、
町
勢
も
変
容
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
役
場
庁
舎
も
有
川
四
九
九
番
地
に
昭
和
五
年
に
建
設
さ

れ
た
老
朽
化
し
た
建
物
で
、
非
常
に
不
便
を
感
じ
て
い
た
が
、
昭

和
五
十
四
年

一
月
有
川
三
四

一
番
地
の
現
在
地
に
総
工
費
三
億―

―

九
六
八
万

一
0
0
0円
で
庁
舎
を
新
築
し
、
新
し
い
町
行
政
の
拠

点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

バ
社
会
的
経
済
的
条
件

本
町
は
従
来
、
純
農
村
と
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
第
一
次
産
業

に
従
事
し
て
い
た
が
、
社
会
的
情
勢
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
昭
和

四
十
七
年
鹿
児
島
空
港
の
開
港
、
縦
貫
自
動
車
道
、
空
港
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
に
よ
り
大
ぎ
く
変
容
し
て
き
た
。
す
な
わ
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第26表戸口の推移

~I大正大正昭和昭和昭和昭和昭和昭和陪和昭和昭和 昭和
9年 14年 5年 10年 15年 20年 25年 30年 35年 40年145年 50年

区分 国調 国調国調国調 国調 国調 国調 国調 国調国調 国 調 国 調

世帯数 1,220¥1. 226¥1. 235¥1. 319¥1. 2551, 38711, 77911, 7971, 89811, 8771, 893 2, 057 

人男 3,013 3, 028 3, 142 3, 426 3, 527 3, 8854, 4804, 367 4, 078 3, 514 3, 151 3, 299 

女 3,083 3, 063 3, 205 3, 341 3, 509 4, 715 4, 690 4, 518 4, 1813, 701 3, 295 3, 639 

ロ計 6,0966, 0916, 3476, 7677, 0368, 6009, 1708, 8858, 2597, 2156, 446 6,938 

戸 当人口 4. 99 4. 96 5. 131 5. 13 5. 08 6. 20 5. 42 4. 94 4. 35 3. 84 3. 40 3. 38 

人口増減率 68. 61 68. 6 71. 4 76. 2 79. 2 96. 8103. 2 100I 93. oi 81. 21 72. 6 78. 1 

（注）人口増減率は昭和30年を100とした。

第27表 人口の推移（国勢調査）

昭和35年 昭 租 45 年 I 昭 和 50 年
区 分

実数構成実 数構成増加率実数構成増加率

人 ％ 人 ％ ％ 人 ％ ％ 

総 数 8,259 100 6,446 100 78.0 6,938 100 107.6 

0歳 ～ 14歳 (a) 3,180 35.5 1. 766 27.4 55.5 1,509 21. 7 85.4 

15歳 ～ 64歳 (b) 4,514 54. 7 4.022 62.4 89.1 4,668 67.3 116.1 

65歳以上 (C) 565 6.8 658 10.2 116. 5 761 11. 0 115. 7 

老齢
(c人/総口数）

系 数 6.8 10.2 11. 0 

I 

第28表 人 口 の推移（住民基本台帳）

昭和50年3月31日 昭和 54 年 3 月 31 日
区 分

数構成比 数 l構成比増加率実 実

総 数 7,074 100 7,418 100 104.9 

男 3,369 47.6 3,534 47.6 104.9 

女 3,705 52.4 3,884 52.4 104.8 
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2
 

ち
、
建
設
時
に
お
け
る
建
設
就
労
機
会
の
増
大
、
空
港
開
港
後
の

サ
ー
ビ
ス
業
就
労
機
会
の
増
大
な
ど
と
生
活
様
式
の
変
化
、
農
業

情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
産
業
構
造
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
つ

つ
あ
る
。

一
方
県
営
十
三
塚
原
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
並
び
に
県
営

竹
子
原
畑
総
事
業
の
推
進
に
伴
い
農
業
生
産
基
盤
が
確
立
さ
れ
、

経
営
近
代
化
が
進
み
専
業
農
家
群
の
主
産
地
形
成
等
も
確
立
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

3
 

人
口
の
現
況
と
動
向

第
26
表
に
示
す
と
お
り
、
人
口
に
お

い
て
は
空
港
開
設
後
漸
増

の
傾
向
に
あ
る
。
新
卒
者
の
動
向
を
推
定
す
る
と
、

い
っ
た
ん
県

外
に
就
職
し
適
齢
期
に

U
タ
ー
ン
す
る
例
が
多
い
。

第
27
表
に
よ
る
と
老
齢
人
口
の
増
加
が
め
だ
つ
が
、
昭
和
四
十

七
年
以
降
は
空
港
関
連
社
宅
、
寮
の
建
設
等
に
よ
り
、
若
年
層
も

か
な
り
増
加
し
て
い
る
。

産
業
構
造
の
変
化
、
地
域
の
経
済
的
な
立
地
条
件
、
社
会

経
済
的
発
展
の
方
向

切
産
業
構
造
の
変
化

産
業
構
造
の
変
化
は
第
30
表
に
み
る
と
お
り
、
昭
和
三
十
五
年

で
は
第
一
次
産
業
八

三

・
ニ
町
、
第
二
次
産
業
三

・
六
宕
、
第
一――

次
産
業
ニ
―
-•
二
町
で
、
本
町

の
産
業
構
造
上
、
第

一
次
産
業
が

そ
の
主
体
を
な
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
お
い
て
は
第
一
次

産
業
四
八
•

五
宕
、
第
二
次
産
業
一
四

・

ニ
町

、

第
三
次
産
業
三

七
・

三
貯
と
第
二
次
、
第
三
次
産
業
へ
の
移
行
が
か
な
り
進
ん
で

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
兼
業
農
家
の
増
大
と
空
港
開
港
に
よ
る
運

輸
、
通
信
、
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
就
労
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
第
一
次
産
業
に
お
い
て
は
減
少

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
的
専
業
農
家
の
形
態
と
な
っ
て
い

る
。工

業
に
つ
い
て
は
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
本

町
で
は

あ

る
が
、
空
港
開
港
以
来
工
業
に
つ
い
て
も
漸
増
の
傾
向
に
あ
る

（第
33
表）
。

商
業
に
つ
い
て
は
、
空
港
開
港
以
来
商
店
数
も
増
え
つ
つ
あ

る
。
総
体
的
な
販
売
額
に
お
い
て
も
、
交
通
網
の
整
備
に
併
せ
、

空
港
に
よ
る
人
の
移
動
の
活
発
化
に
伴
い
売
上
額
も
増
加
し
て
い

る
（
第
34
表
）
。

回
地
域
の
経
済
的
な
立
地
特
性

ま
た
、
こ
の
台
地
に
鹿
児
島
空
港
を
有
し
、

さ
ら
に
縦
貫
道
、
空

港
イ
ソ
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
昭
和
五
十

一
年
供
用
開
始
さ
れ
、
南
九

本
町
は
広
大
な
台
地
を
有
し
、
畑
作
に
お
い
て
有
利
で
あ
る
。
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第29表 産業別人口

五 農業 林業漁業鉱業建設卸小売喜冒工動

45 戸 数 1,335 15 

゜゜
72 73 3 1 

人 ロ 4,854 50 

゜゜
247 269 11 4 

年 戸数比率 70. 5 0.8 

゜゜
3.8 3.9 0.2 0. 1 

50 戸 数 1,054 84 

゜゜
123 161 4 ， 

人 ロ 3,713 116 

゜゜
424 506 11 28 

年 戸数比率 51. 3 1. 7 

゜゜
6.0 7.8 0.2 I 0. 4 

----------区分1運輸 電気ガサービ 公務製造業 分類能 I非就業
年次 ヽ- 通信 ス水道ス 不者 計

45 戸 数 22 2 
107 ！ 

47 51 10 155 1,893 

人 口 92 ， 315 153 168 43 231 6,446 

年 戸数比率 1.2 0. 1 5.6 2.4 2. 7 0.5 8.2 100.0 

50 戸 数 129 5 169 73 86 43 164 2,054 

人 ロ 467 17 481 227 271 395 282 6,938 

年 戸数比率 6.3 0.2 8.2 3.6 4.2 2.1 8.0 100.0 

第30表 産業別就業者の状況 (15歳以上）

＼痒＼業分..類・-.. ~~~ ..  年＼次 昭和 35年昭和 40年昭和 45年 昭和 50年

実数 %f実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 

農 業 3,574 82.6 2,915 79.3 2,573 70.8 1,872 47. 3 

｀ 
林業・狩猟業 26 0.6 19 0.5 34 0.9 45 1.3 

水 産 業

゜I゚ ゜゜
1 0. 03 1 0.03 

鉱 業

゜゜
6 0.2 

゜゜
1 0. 03 

岱建 設 業 101 2.3 112 3.1 271 7. 5 308 7.8 

業 製 造 業 56 1.3 92 2.6 140 3.9 252 6.4 

卸・小 売 業 217 5.1 195 5.4 216 5.9 510 12.9 

金融 ・保険 ・不動産 8 0.2 7 0.2 12 0.3 76 1.9 

次 運 輸・通 信 47 1.1 45 1.3 73 2.0 352 8.9 

電気 ・ガス・水 道 1 0. 02 2 0. 05 3 0. 1 10 0.3 
産

サー ビス業 238 5.5 214 5. 9 210 5.8 373 9.4 

業 公 務 61 1. 5 70 1.9 100 2.8 147 3. 7 

分 類 不 能

゜゜
2 0. 05 

゜I゚ 

， 0.2 
I 計 1 4. 329¥ 100. o 3. 679 100. o¥ 3. 633 100. o 3,956 100.0 
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業

業

業

産

産

旅

t
 

き
ロ

次

次

次

―ニ―――

構

成

率 100.0 

％

％

％

 

7

4

9

0

 

九

且

訊

叫

％

％

％

 口
48.5% 

14.2% 

37. 3% 

100.0 

第31表 産業別人口の動向

昭和35年1昭和 40 年昭和 45 年昭和 50 年

区 分

実 数 l実 数 1増減率実数 l増減率実数増減率

総数 4,329人13,679人△15. 02間3,633人i△1.25叫3,956人I8.89% 

第一次産業
就業 3,600 2, 934 2, 608 
人口比率 83. 2 79. 8 

△ 18.5 
71. 8 

△ 11.11 1. 918 
48.5 

△ 26.46 

第二次産業

就業
I 

157 210 33. 75 
411 561 

人口比率 3. 6 5. 7 11. 3 95. 71 14. 2 I 36. 50 

第三次産業

聾業人晶 は悶 1悶 △ 6.47 此悶 14. 77 ¥胄 140.55 

I 
（国勢調査）

第32表 農家数
（単位：戸）

、年次 ＼ ＼区＼分

兼 業
総 数 専 業

計 1第 1種兼業 1第 2種兼業小

35 年 1,493 959 534 316 218 

40 年 1,434 819 615 373 242 

45 年 1,374 519 855 538 317 

50 年 1,286 399 887 391 496 

第33表 工業

年エ
従業者数

場総 数常用労働者
個人業主及び
家族従業者

次数計 l男女 計 1男女計 1男 l女

48年 ,1,, 72 ,1 75 57 ,, ,. ,, , 

54年 32199 92 107 162 63 99 37 29 8 

（単位：万円）

製造品出荷額

出荷額 I 収入額

I 29, 497 1. 083 

166, 711 152, 252 14, 45 

（工業統計資料）
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第34表 商 業

（阪売額単位：万円）

総 数 衣服小 売 食 料 品 飲 食 店
区 分

48 年 154 年 48 年 54 年 48 年 I54 年 48 年 54 年

商店数 96 131 6 7 52 58 6 19 

従業者数 360 582 IO X 115 149 ]40 71 

年間阪売額 47,518 671, 113 2,311 X 20,193 146,344 4,260 15,762 

自動車 ・自転 車 小 売 業 家 具 ・建具 ・汁 器 そ の 他
区 分

年 154 年 I54 年 15448 年 48 年 48 年

商店 数 2 2 

i 
13 22 25 

従業者数 X X 18 33 70 202 

年間販売額 X X 6,382 15,253 13,580 254,469 

（商業統計資料）

②
空
港
関
連
の
事
業
を
推
進
し
、
商
工
業
の
振
興
を
は
か
る
。

光
農
業
地
域
の
確
立
を
は
か
る
。

開
発
目
標

①
本
町
産
業
の
根
幹
を
な
す
農
林
業
の
近
代
化
を
促
進
し
、
観

第
六
章

州
唯
一
の
空
陸
交
通
の
結
節
点
と
な
り
、
今
後
ま
す
ま
す
陸
上
交

通
網
は
発
達
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
農
産
物
出
荷
も
、
鹿
児
島

市
場
ヘ

一
時
間
、
隼
人
市
場
へ
二

0
分
の
位
置
に
あ
る
。
今
後
、

工
業
特
に
空
港
関
連
産
業
の
進
出
が
期
待
さ
れ
、
産
業
全
般
に
お

い
て
他
地
域
に
比
し
優
位
性
が
あ
る
。

り
社
会
経
済
的
発
展
の
方
向

本
町
発
展
の
方
向
は
、
農
業
振
典
を
中
心
に
、
空
港
並
び
に
関

連
産
業
の
振
興
を
は
か
る
以
外
に
な
い
。
県
全
体
か
ら
み
て
も
川

内
地
区
、
志
布
志
地
区
に
想
定
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
地
を

結
ぶ
三
角
形
の
頂
点
に
あ
り
、
産
業
全
般
が
空
港
利
用
の
立
場
か

ら
対
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
農
業
に
お
い
て
推
進
中
の
畑
地
総
合
土
地
改
良
事

業
の
完
成
に
伴
い
、
高
度
な
作
目
の
転
換
を
は
か
り
、
流
通
面
の

対
策
を
講
じ
、
商
工
業
に
お
い
て
も
、
空
港
関
連
産
業
を
積
極
的

に
誘
致
し
、
町
民
所
得
の
安
定
的
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。
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ー

基
本
的
施
策

一
産
業
の
振
興

り
農
業
の
振
興

①
生
産
基
盤
の
確
立

手
の
養
成

③
林
業
の
振
興

③
観
光
の
振
輿

④
商
工
業
の
振
興

①
商
業
の
振
興

二
民
生
の
安
定

①
生
活
環
境
の
整
備
（
環
境
水
準
の
確
保
、
住
民
、
上
下

水
道
等
）

②
流
通
体
制
の
確
立

②
工
業
の
振
興

③
担
い

③
地
域
に
お
け
る
教
育
の
振
興
、
未
来
に
つ
な
ぐ
調
和
の
と
れ

た
社
会
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
豊
か
な
情
操
社
会
を
培
う
。

0
人
口
11

一
万
二

0
0
0人
を
目
標

〇
就
業
人
口
比
率

昭
和
5
0年
1
1
第
一
次
四
八
•

五
宕
、
第
二
次
一
四
・
ニ

宕
、
第
一
一
一
次
三
七•
三
貯

昭
和
65
年
目
標
11
第

一
次
三
五
宕
、
第
二
次
二

0
町
、
第

三
次
四
五
射

七 五

資
源
の
涵
養

、ュ

ニ
テ
ィ

施
設
、
公
共
施
設
環
境
の
整
備

の
推
進
）

土
地
利
用
の
合
理
化

合
理
的
土
地
利
用

①
土
地
改
良
事
業

六
行
財
政
の
合
理
化
（
臨
時
的
横
断
的
組
織
編
成
、
事
務

処
理
の
簡
素
化
能
率
化
、
職
員
の
資
質
向
上
、
広
域
行
政

②
都
市
計
画
事
業

実） ③
保
建
衛
生
（
サ
ン
ラ
イ
フ
運
動
、
地
域
医
療
体
制
整
備
）

③
社
会
福
祉
（
生
き
が
い
対
策
、
生
涯
教
育
、
老
人
福
祉

対
策
等
）

三
教
育
の
振
興
（
学
校
教
育
、
幼
児
教
育
、
社
会
教
育
、

自
治
公
民
館
、
生
涯
学
習
）

四
交
通
通
信
網
の
整
備

い
交
通
網
の
整
備
①
交
通
安
全
対
策
、
②
県
道
、
③
町

道
、
④
甚
幹
農
道
、

②
通
信
情
報
網
の
整
備
①
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
解
消
、

②
有
線
放
送

防
災
体
制
（
河
川
流
域
整
備
、
治
山
治
水
、
消
防
力
充

③
総
合
コ

④
森
林
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か
ら
昭
和
五
十
八
年
度
ま
で
は
、
経
過
措
置
と
し
て
一
部
対
象
と

国
は
経
済
の
高
度
成
長
と
、
人
口
の
都
市
集
中
化
に
よ
り
、
過

密
過
疎
現
象
が
現
れ
、
人
口
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

地
域
社
会
の
機
能
が
低
下
し
、
生
活
水
準
及
び
生
産
機
能
が
他
の

地
域
に
比
較
し
て
低
位
に
あ
る
地
域
に
対
し
、
特
別
な
助
成
・
融

資
を
し
地
域
の
振
輿
を
は
か
る
目
的
で
、
昭
和
四
十
五
年
に
「
過

疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
、
昭
和
五
十
五
年
に
「
過
疎
地
域
振

興
特
別
措
置
法
」
を
制
定
し
た
。

こ
の
法
律
は
い
ず
れ
も
一

0
年
間
の
時
限
立
法
で
、
こ
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
の
条
件
と
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
の
法
律
は
、
昭

和
三
十
五
年
と
昭
和
四
十
年
の
国
勢
調
査
人
口
を
比
較
し

‘
1
0

貯
以
上
の
減
少
率
、
財
政
力
指
数
が

0
•
四
以
下
|
ー
と
な
っ
て

お
り
、
当
町
も
恩
恵
を
受
け
ら
れ
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
の
法
律

は
、
昭
和
―
―
―十
五
年
と
昭
和
五
十
年
の
国
勢
調
査
人
口
を
比
較

し
、

二
〇
貯
以
上
の
減
少
率
、
財
政
力
指
数
が

0
•

三
七
以
下
と

な
り
、
当
町
は
適
用
除
外
と
な
っ
た
。
し
か
し
昭
和
五
十
五
年
度

過

疎

計

画

第
一
期
（
昭
和
45
年

i
4
9
年）

り
振
興
の
基
本
方
針

未
来
像
と
し
て
、
町
の
自
然
的
・
社
会
的
条
件
を
有
効
適
切
に

生
か
し
、
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
大
前
提
に
、

①
消
費
都
市
（
鹿
児
島
、
福
岡
地
方
）
に
近
く
、
冷
涼
、
多

雨
、
多
照
の
自
然
条
件
と
豊
か
な
土
地
資
源
を
利
用
し
た
食

料
供
給
地
帯
と
し
て
の
、
豊
か
で
清
潔
な
溝
辺
町
。

②
南
九
州
陸
空
交
通
の
拠
点
と
し
て
の
地
位
と
、
す
ぐ
れ
た
景

観
を
生
か
し
た
、
住
み
よ
い
緑
あ
ふ
れ
る
溝
辺
町
。

③
活
力
と
創
造
に
富
む
町
民
性
を
培
い
、
町
民
所
得
を
全
国
的

水
準
以
上
に
引
き
上
げ
る
。

③
基
本
的
施
策

①
水
資
源
を
含
め
た
土
地
条
件
の
開
発
整
備
（
農
地
の
造
成
と

圃
場
農
道
整
備
と
畑
か
ん
）
と
経
営
（
適
地
適
作
に
よ
る
主

産
地
化
と
、
流
通
体
系
の
確
立
）
、
生
産
技
術
（
機
械
装
備

ー 次
に
過
疎
計
画
の
概
要
と
、
事
業
一
覧
を
記
述
す
る
。

と
協
業
）

(—) 

な
っ
た
。

過
疎
計
画
の
概
要

の
向
上
に
よ
り
、
農
業
の
生
産
性
を
高
め
る
。
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理
場
（
広
域
処
理
）

◎
火
葬
場
建
設
（
広
域

処
理
）

①
児
童
館
建
設
（
保
育
所
枠
外
児
童
の
収
容
）

＠
塵
芥
処

②
空
港
関
連
産
業
の
誘
致
を
推
進
し
、
商
工
業
の
飛
躍
的
発
展

る。

②
観
光
農
業
を
推
進
•

発
展
（
見
せ
る
、
作
ら
せ
る

、

買
わ
せ

る
）
さ
せ
、
楽
し
い
豊
か
な
農
業
を
確
立
す
る
。

③
町
の
特
性
に
適
応
す
る
企
業
の
誘
致
を
図
り
、
町
民
所
得
の

健
全
な
増
大
と
、
商
工
業
の
振
興
を
図
る
。

④
教
育
の
設
備

・
施
設
を
充
実
し
、
各
種
教
育
の
全
国
的
水
準

を
確
保
す
る
。

⑤
生
活
環
境
施
設
、
交
通
通
信
網
の
整
備
と
社
会
福
祉
な
ど
を

充
実
、
住
民
の
豊
か
で
安
全
な
生
活
を
守
る
。

③
具
体
的
施
策

①
交
通
通
信
体
系
の
整
備

①
有
線
放
送
施
設
整
備
（
電
話
の
自
動
即
時
化
と
補
完
）

＠
町
道
新
設
改
良

（房
山
線
、
空
港
陵
南
線
、
玉
利
日
当
山

線
ほ
か
九
線
、
桑
迫
向
井
田
線
）

②
教
育
文
化
施
設
の
整
備

①
溝
辺
中
と
玉
利
中
の
統
合
＠
溝
辺
小
と
竹
子
小
の
統
合

◎
幼
稚
園
建
設
（
南
部
地
区
）
＠
移
動
公
民
館
設
営

⑮
郷
土
資
料
館
建
設
◎
合
宿
施
設
充
実

③
生
活
環
境
施
設
等
厚
生
施
設
の
整
備
と
医
療
の
確
保

◎
老
人
憩
の
家
建
設
⑮
患
者
輸
送
車
購
入
◎
消
防
施
設

の
整
備
①
上
水
道
設
置
R
公
営
住
宅
建
設

④
農
林
水
産
業
そ
の
他
の
産
業
の
振
興

①
農
道
改
良
（
木
場
線
ほ
か
六
線
）
＠
林
道
整
備
（
木
佐

貫
嘉
例
川
線
）
◎
農
地
甚
盤
整
備
、
畑
か
ん
◎
生
活
改

善
七
ン

タ
ー
設
置
⑮
農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
設
置

◎
茶

保
管
セ
ン
タ
ー
設
置
①
茶
集
団
化
〶
育
苗
セ
ン
タ

ー

設

置
⑨
防
害
虫
防
除
機
設
置
R
森
林
労
務
機
械
購
入

R
観
光
施
設
整
備
⑨
街
路
美
化

⑰
み
か
ん
貯
蔵
庫
設
置

R
大
型
農
業
機
械
購
入

⑤
集
落
の
整
備

④
町
営
住
宅
建
設
（
房
山
四
戸
、
迫
四
戸
対
象）

再
編
成
貸
付
金
（
中
野

一
五
戸
対
象）

2

第
二
期

（昭
和
50
年
ー
54
年）

①
振
興
の
基
本
方
針

将
来
像
と
し
て
町
の
自
然
的
社
会
的
条
件
を
最
大

限

に

活

用

し
、
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
前
提
に

①
農
林
業
の
近
代
化
を
促
進
し、

観
光
農
業
地
域
を
確
立
す

＠
集
落
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を
期
す
る
。

③
生
活
環
境
な
と
の
社
会
開
発
と
教
育
の
振
興
を
図
り
、
明
る

く
心
豊
か
な
溝
辺
町
を
建
設
す
る
。

③
基
本
的
施
策

①
交
通
通
信
体
系
の
整
備
（
九

州

縦

貫

道
、
国
、
県
道
、
町

道
、
通
信
網
）

②
産
業
振
興
（
土
地
条
件
整
備
、
観
光
農
業
、
商
工
業
、
観

光
、
自
然
保
護
）

③
地
域
環
境
の
整
備
（
航
空
機
騒
音
対
策
、
住
宅
環
境
、
保
健

衛
生
思
想
、
社
会
福
祉
、

教
育
振
興
、
防
災
体
制
）

③
具
体
的
施
策

①
交
通
通
信
体
系
の
整
備

①
電
話
自
動
化
の
促
進
＠
有
線
放
送
施
設
の
整
備

◎
テ

レ
ビ
難
視
聴
地
域
の
解
消
⑤
町
道
（
宮
原
線
ほ
か
一

〇

線
）
農
道
（
士
地
改
良
事
業
）

事
業
）
改
良

林
道
（
林
構
事
業
、
広
域

②
教
育
文
化
施
設
の
整
備

①
教
職
員
住
宅
建
設
（
八
戸
）
◎
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

（
統
合
関
連
）
◎
給
食
施
設
整
備
＠
校
舎
改
築
（
竹
子

小、

溝
辺
小
）
＠
公
民
館
建
設
（
陵
南
、
竹
子
）

◎
巡

③
生
活
環
境
等
の
社
会
開
発
と
教
育
の
振
興
を
図
り
、
明
る
＜

②
空
港
関
連
産
業
の
誘
致
を
推
進
し
、

商
工
業
の
飛
躍
的
発
展

を
期
す
る
。

回
ス
ボ
ー
ツ
車
購
入
①
総
合
体
育
館
建
設

③
生
活
環
境
施
設
等
厚
生
施
設
の
整
備
お
よ
び
医
療
の
確
保

①
母
子
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー、

老
人
福
祉
電
話
設
置
、
巡
回

入
浴
事
業
＠
身
体
障
害
者
授
産
施
設
◎
水
道
施
設
整
備

＠
消
防
施

設

整

備

⑮
公
営
住
宅
建
設

（五

0
戸
）

④
農
林
水
産
業
そ
の
他
産
業
振
興

④
畑
地
総
合
土
地
改
良
事
業
の
推
進

＠
茶
園
ほ
場
整
備
事

業
◎
葉
た
は
こ
共
同
乾
燥
室
、
育
苗
床
設
罷
＠
茶
低
温

貯
蔵
庫
、
再
生
産
加
工
室
、
集
出
荷
調
整
室
設
置
⑮
ゲ

ー

ト
ボ
ー
ル
場
建
設

8
レ
ジ
ャ
ー
プ

ー
ル
建

設

①

十
三
塚

史
跡
公
園
建
設

⑤
そ

の
他
11
役
場
庁
舎
の
新
築

3

第
三
期

（昭
和
55
年

1
58
年）

①
振
興
の
基
本
方
針

将
来
像
と
し
て
、
町

の
自
然
的、

社
会
的
条
件
を
最
大
限
活
用

し
、
豊
か
で
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
前
提
に
、

①
農
業
を
近
代
化
し
、
観
光
農
業
地
域
を
確
立
す
る
。
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心
豊
か
な
溝
辺
町
を
建
設
す
る
。

③
基
本
的
施
策

①
交
通
通
信
体
系
の
整
備
（
空
港
、
県
道
、
町
道
、
告
知
放
送

施
設
）

②
産
業
の
振
興
（
土
地
条
件
の
整
備
、
観
光
典
業
、
空
港
関
連

産
業
誘
致
、
森
林
資
源
育
成
）

③
地
域
環
境
の
整
備
（
航
空
機
騒
音
対
策
、
住
宅
環
境
、
保
健

衛
生
、
社
会
福
祉
、
教
育
振
興
、
防
災
体
制
）

③
具
体
的
施
策

①
交
通
通
信
体
系
の
整
備

④
告
知
放
送
施
設
の
整
備
＠
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
の
解
消

◎
町
追
（
石
原
丹
生
附
線
ほ
か
九
線
）
、
農
道
（
土
地
改

良
事
業
）
、
林
道
（
広
域
事
業
）
改
良

②
教
育
文
化
施
設
の
整
備

④
玉
利
中
学
校
の
整
備
（
一
町
二
中
学
校
の
確
認
）
＠
崎

森
地
区
公
民
館
建
設
◎
集
会
施
設
整
備
（
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
、
集
落
公
民
館
一
―
-
）
◎
図
書
配
本
車
購
入

③
生
活
環
境
施
設
及
び
福
祉
施
設
な
ど
、
厚
生
施
設
の
整
備

①
保
育
園
の
増
設
◎
特
別
養
護
老
人
ホ

ー

ム
の
建
設

の
消
防
施
設
の
充
実
＠
公
営
住
宅
建
設
（
一
六
戸
）

⑮
民
家
防
音
対
策

◎
が
け
地
近
接
危
険
住
宅
移
転
(
-
六

戸
）
R
町
営
墓
地
造
成
（
久
保
山
、

今
別
府
）

④
医
療
の
確
保

①
広
域
的
中
核
医
療
セ
ソ
タ

ー
の
建
設

の
確
立

＠
救
急
医
療
態
勢

⑤
産
業
の
振
興

④
畑
地
総
合
土
地
改
良
事
業
の
推
進
＠
流
通
セ
ン
タ

ー
の

設
置
◎
県
単
土
地
改
良
事
業
の
実
施
◎
森
林
総
合
整
備

事
業
に
よ
る
林
業
基
盤
の
確
立
⑮
指
定
野
菜
生
産
集
出
荷

セ
ン
タ
ー
の
設
置
◎
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
の
確

立
⑤
観
光
施
設
の
整
備

⑥
集
落
の
整
備
1
1
集
落
組
織
の
再
検
討
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表

過
疎

対
筑

事
業

一
覧

（
単
位

：
千

j.LJ)

年
度

事
業

名

般源
分

一財

他―
区の―

そ一
-― 

債
源疎

一過

県金
一財出

国支

ゼ ＂ 一
業
一

上^＇

lj 

溝
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中
学

校
校

舎
新

築
事

業
55, 6

8
51
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8
3
1
 12, 200 

4
5
1
 
”
 
足

内
体

育
館

新
築

半
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30, 000 I
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4, 
400

1起
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陵
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線
（

新
設

改
良

）
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計
99,449 
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27, 100

1
 
2,000 

消
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施
設

整
備

事
業

I
 
5, 
200

1
 
2, 

200
1
 

2,84090900り0
 

0
 

0
 

'
 

i
 

過
疎

住
宅

新
築

事
業

11. 425 
11, 

石
原

橋
ノ

ロ
線

（
改

良
）

7,260 
6, 

46 I
 玉利

日
当

山
線

（
改

良
舗

装
）

14,700 
13, 

上
床

山
線

（
改

良
）

7,
3
9
8
 

3,000o000 
0
0
 

oo0I
 

J
 
振

3,300
有

川
山

陵
線

（
改

良
）

3,452 
2, 

振
700

'

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ソ

タ
ー
新

築
事

業
34,890 

24, 
振

8,000

計
84, 325 

2, 
200 

64, 
12, 000 

蒻
_

I
_

 

溢
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
七

ソ
タ

ー
新

築
事

業
57,034 

42,700
I
 

振
8,000

ぬ
有

川
山

陵
線
（
舗
装
）

6,550 
6,300 

4
7
 

竹
子
線
（
改
良
）

6,300 
6,100 

活
上

床
山

線
（

舗
装

）
2,983 

2,900 
c、l

計
58, 0001 

踪
72,867 

8,000 

事
業

丸
J

容

11, 202 
R
 C

 3
 F
 
1, 
585

面
統

合
校
舎
（
昭
4
4
~
継

統

I
事
業
）

1
1
,
6
9
6

鉄
骨

2
F
 
800m' 

3
,264

1
L
=
7
8
7
m
 

W
=
6
.
0
m
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200
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水

槽
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プ
車
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X
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禁荼•国告

年
度

憐m蒜

4
8
 

事
業

名

総
合

グ
ラ

ソ
ド

建
設

市
業

竹
子
線
（
舗
装
）

石
原
梢
ノ
ロ
線
（
舗
装
）

消
防

施
設

整
備

事
業

計

-
-

-
-

財
源

区
分

事
業

投
国

県
1
 

支
出
金

1
過

疎
債

そ
の

他
一

般
財

源

3, 
330 

3
7, 
3
0
0
 

5
,
2
0
0
 

8
,
3
0
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1
,
4
5
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,
1
0
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4, 
7
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0
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I
 3
2
,
6
0
0
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0
 

2
,
9
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4, 
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2, 
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1
 49, 

300 

49
,304 

5
,
7
8
0
 

9
,
6
3
7
 

3
,
7
0
0
 

68,421 

総
合

グ
ラ

ソ
ド

建
設

事
業

3
9
,
6
6
0
 

宮
原
線
（
改
良
）

18,
4
0
0
 

4
9
 

消
防

施
設

整
備

事
業

7,191 

計
65,251

宮
原
線
（
改
良
）

山
陵
上
床
線
（
新
設
改
良
）

石
原

三
縄
線
（
改
良
）

消
防

施
設

整
備

事
業

林
道
整
備
（
外
力
松
線
）

計

事
業

内

50 

8, 
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1
13, O

O
O
m'

 

5
8
0
1

 L
 =
6
5
l
m
 

W
=
6
.
 O

m
 

1
,
3
3
7
 
L
 =2

,
 7
5
0
m
 
W
=
4
.
 O

m
 

1
5
0

ボ
ン
プ
車

1
台

積
載

車
1
台

容
NNI 

11, 9
0
0
 

3
0
,
9
5
5
 

7
,
2
0
0
 

3
,
3
5
0
 

2
0
,
9
8
4
 

7
4
,
3
8
9
 

4
,
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,
2
3
2
 

1
4
,
6
8
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1
,
7
2
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9
,
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3
,
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0
0
 

1. 
4
0
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1
,
1
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0
 

5
,
6
0
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10,741 

7
,
0
6
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照
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施
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外
（
う
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0
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宮
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舗
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）
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装
）
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佐
貫
線
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舗
装
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梢
防

施
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備
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設
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業
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力
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）
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財
源

区
分

年
度

事
業

名
事

業
費

屡
出
誓
過
疎
債

l
そ

の
他
I両冒

事
業

内
容

麓
共

同
利

用
施
設
新
築
事
業
（
防
音
）

73,1
4
3
 

6
6
,
7
5
0
 

5
,
0
0
0
 

1,
39

3
 R

C
 2
 F
 
548. 675m' 

歯
科

診
療

所
新

築
事

業
1
5
,
0
2
0
 

1
2
,
7
0
0
 

2
,
3
2
0
 
冷

暖
房

施
設

診
療

機
械

医
師

住
宅
7
8
m'

計
1
6
5
,
2
41 

1
0
3
,
4
3
9
 

5
1
,
9
0
0
 

9
,
9
0
2
 

宮
原
線
（
舗
装
）

9
,
5
4
8
 

9
,
0
0
0
 

5
4
8
 
A

=
5
,
1
6
7
m'

 

久
留

味
川

向
井

田
線
（
改
良
）

7
,
7
84 

7
,
3
0
0
 

4
8
4
 
水

路
工

く
わ

止
工

用
地

及
び

補
償

房
山
線
（
舗
装
）

8
,
0
0
0
 

7
,
2
0
0
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0
 
L
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9
6
0
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=
4. 

O
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石
原

丹
生

附
線

（
改

良
）

9
,
0
0
0
 

6
,
0
0
0
 

2
,
8
0
0
 

2
0
0
 
用

地
費

8
,
9
3
4
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測
紐

設
計

委
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道
整
備
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外
力
松
線
）
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,
6
6
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,
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,
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4
,
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0
 

7
,
0
2
5
 

3
,
4
0
0
 

3
,
9
2
5

畜
産

飼
狼

管
理
施
設
（
保
留
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外
）

消
防

施
設

整
備

7
,
6
6
5
 

5
,
0
7
3
 

2
,4
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9
2

防
火

水
槽

5
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,
0
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,
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,
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 =
3
6
0
m
 

W
 =
5
.

 
5
m
 

北
原

石
原

3
号
線
（
改
良
）

8
,
9
2
6
 

8
,
0
0
0
 

9
2
6
 
L

 =
140

m
 

W
=
5. 

5
m
 

久
留

味
川

向
井
田
線
（
改
良
）

1
1
,
8
3
5
 

10
,
2
0
0
 

1,
6
3
5
 
L
 =
8
5
4
m
 
W

=
5. 

S
m
 

蒻
5
3
 

別
府

線
（
舗
装
）

1
0
,
2
9
5
 

9
,
2
0
0
 

1. 
0
9
5
 
L
 =
l, 

0
9
2
m
 
W

=
4. 

O
m
 

林
道
整
備
（
外
力
松
線
）

3
8
,
1
7
2
 

2
6
,
7
2
0
 
Jo
.
 

3
0
0
 

1
,
1
5
2
 
幹

線
L

=
l,O

l
O
m
 

W
=
4
.
0
m
 

作
業

道
L

溢
=
l, 

7
3
8
m
 

ぬ
消

防
施

設
整

備
5
,
3
1
0
 

3
,
4
2
0
 

1
,
7
0
0
 

1
9
0
 
防

火
水

槽
3
甚

活
計

101, 5
3
8
 

4
8
,
1
4
0
 

4
7
,500 I

 
5
,
8
9
8
 

C'-l 
石

原
丹

生
附

線
（

改
良

）
3
9
,
0
0
0
 1
 
2
6
,
0
0
0
 

1
2
,
0
0
0
 

0
 

I
 1
,
0
0
0
 L

 =
3
5
0
m
 
W

=
5. 

5
m
 

゜
撼

I
 

N
 

r-< 

5
4
 

馬
立

北
原

線
（

舗
装）

12,6
9
 

1
0
,
9
0
 

1, 
791 

L
 =
l, 
0
6
1
m
 

A
 =
5, 

384m' 



濫H•国俎

太r[

燐c蒜

財
源

区
分

年
度

事
業

名
事

業
費

嬰贔
I
過

疎
債

1
そ

の
他
l面喜

事
業

内
容

久
留
味
）
II
向

井
田

線
（

改
良

舗
装

）
12,850 

10,300 
2,550 

L
 =
l
,
 1
4
0
m
 

A
 =
4, 
305m2 

54 
桑

の
丸

線
（

改
良

舗
装

）
8,600 

8,300 
300 

L
 =
3
7
7
m
 

A
 =
I. 
636nf 

消
防

施
設

整
備

8,189 
5,141 

2,500 
548 

防
火

水
槽

4
基

青
少

年
の

家
新

築
事

業
10,650 

4,392 
5,600 

6
5
8
 
鉄

骨
平

屋
建

103. 63m' 

計
91,980 

35,533 
49,600 

6,847 

小
計

(
4
5
~
5
4
)
 

926, 4681
 313, 7391 

485, 000 
22, 000 

105, 7291 

石
原

丹
生

附
線

（
改

良
）

43, 2
0
0
 

28, 800 "§ 
600 I

 L
 =
3
5
0
m
 
W
=
5
.
 5

m
 

十
文

字
井

手
段

線
（

舗
装

）
5,500 

5, 
2
0
0
!

 
I

 
L

~
6

2
0

m
 

w
~

4.0
m

 

5
5
 

崎
森

地
区

公
民

館
新

築
事

業
41, 200 

23, 070 
ll, 

6,830
鉄

骨
2
F

 
327. 93m' 

消
防

施
設

整
備

事
業

10, 283 
3, 
280 

6, 
303

I
 防
火

水
槽

4
甚

小
型

動
カ

ボ
ソ

プ
積

載
車

1
台

計
100, 183 

55, 150 
37, 

7,933 

石
原

丹
生

附
線

（
改

良
）

97,200 
64,800 

24,300 
8,100 

L
 =
9
2
8
m
 
W
=
5
.
 5

m
 

営
農

生
活

改
善

セ
ソ

タ
ー

新
築

事
業

62,422 
31,211 

22,000 
9,211 

R
 C

 2
 F
 
416. 7

 nf 
56 

消
防

施
設

整
備

9,498 
3,166 

6,300 
3
2

防
火

水
槽

4
基

小
型

動
カ

ボ
ソ

プ
積

載
車

l
台

計
169,120 

99,177 
52,600 

17,343 

石
原

丹
生

附
線

（
改

良
）

128,000 
82,000 

37,500 
8,500 

L
 =
1, 
3
7
8
m
 
W

=
5. 
5
m
 

57 
消

防
施

設
整

備
13,237 

4,397 
8,700 

140 
防

火
水

槽
2
基

ポ
ン

プ
自

動
車

1
台

小
型

ボ
ン

プ
積

載
車

l
台

計
141,237 

86,397 
46,200 

8,640 I
 

石
原

丹
生

附
線

（
改

良
）

21, 600 
14

,
 

400 
6,700 

500 
L
 =
2
0
0
m
 
W

=
5
.

 
5
m
 

5
8
 

消
防

施
設

整
備

8,290 
2,654 

4,000 
1,636

防
火

水
槽

3
基

小
型

ボ
ン

プ
1
台



第 2部

一
方
、
交
通
通
信
手
段
の
発
逹
、
特
に
自
動
車
社
会
化
に
よ

っ

決
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

共
施
設
を
整
備
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。

れ
る
と
と
も
に
、
均
衡
あ
る
国
土
の
発
展
と
過
疎
過
密
問
題
の
解

行

サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
市
町
村
は
早
急
に
公

と
に
よ
り
、
市
町
村
の
広
域
行
政
が
推
進
さ
れ
、
公
共
施
設
の
整

備
が
図
ら
れ
、
社
会
資
本
が
充
実
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
さ

氾

非

常

に

立
ち
後
れ
て
お
り
、
住
民
の
日
常
生
活
に

必
要

な

行

政

紆
て
、
道
路
の
整
備
・
舗
装
、
下
水
追
の
整
備
な
ど
公
共
施
設
面
は

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

そ
の
計
画
に
基
づ
く
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に

比
較
し

め
、
広
域
市
町
村
圏
が
設
定
さ
れ
、
広
域
市
町
村
圏
計
画
が
策
定

上
し
、
都
市
は
も
と
よ
り
農
山
漁
村
で
も
、
都
市
的
生
活
様
式
が

J

の
よ
う
な
市
町
村
が
当
面
し
て

い
る
問
題
を
解
決
す
る
た

る
。
当
時
は
経
済
の
発
展
に
伴
い
住
民
の
生
活
水
準
は
急
速
に
向

こ
。

f
 

広
域
圏
行
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
五
年

で
あ

四

広
域
市
町
村
圏
行
政

て
住
民
の
日
常
生
活
上
の
行
動
範
囲
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
市
町

村
の
区
域
を
こ
え
て
日
常
社
会
生
活
圏
が
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
。

そ
こ
で
こ
の
住
民
の
日
常
生
活
圏
を

一
体
と
し
た
行
政
を
行
う
た

め
に
は
、
市
町
村
が
共
同
し
て
協
力
体
制
を
整
え
る
必
要
が
生
じ

廿
湛
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第 3章 企画 ・財政

第10図 広域市町村圏現況

（始r;西 ：~I プ ロ ， ク ）

liU 尺◎ 1よ,,,.じiii.0は副,,,心iii町
(i 人11は58.3.31現在の住民甚本台戟人「I。
r:v 11国は．建，没t;f,U:地理院が公表した57

10.1視在の数値。

126 



第 2部 行 政 編

鹿
児
島
県
に
お
け
る
広
域
圏
の
設
定
は
、
第
10
図
の
と
お
り
九

圏
域
と
な
っ
て
お
り
、
溝
辺
町
は
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
十
五
日

設
定
さ
れ
た
鹿
児
島
市
を
母
都
市
と
す
る
鹿
児
島
広
域
圏
（
二
市

一
四
町
二
村
、
人
口
七
一
万
人
、
面
積
―
―
―
―
―
―
―
―
-
•
六
八
平
方
桟
）

に
組
み
込
ま
れ
た
。

広
域
圏
計
画
に
基
づ
く
、
本
町
の
主
な
事
業
は
、
主
要
道
路
の

整
備
を
は
じ
め
、
総
合
体
育
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
消
防
自

動
車
、
防
火
水
槽
な
ど
各
般
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
広
域
行
政

の
一
環
と
し
て
、
姶
良
西
部
消
防
組
合
、
同
衛
生
処
理
組
合
、
霧

島
伝
染
病
棟
組
合
な
ど
の
一
部
事
務
組
合
が
誕
生
し
、
民
間
団
体

で
も
、
森
林
組
合
、
農
業
共
済
組
合
、
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
広

域
合
併
が
実
現
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
に
は
鹿
児
島
市
を
中
心
と
す
る

「
県
央
地
域
振
興
整
備
研
究
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
姶
良
郡
西
部

三
ヵ
町
、
日
置
郡
の
伊
集
院
・
郡
山
・
松
元
・
吹
上
・
東
市
来
・

日
吉
、
川
辺
郡
の
知
覧
・
川
辺
・
喜
入
、
そ
れ
に
鹿
児
島
郡
の
吉

田
・
桜
島
の
各
町
と
と
も
に
本
町
も
鹿
児
島
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
す

る
こ
と
に
な
り
、
広
域
的
に
総
合
性
を
も
っ
た
具
体
的
な
課
題
に

つ
い
て
鹿
児
島
大
学
の
助
言
を
得
て
、
よ
り
将
来
展
望
の
も
と
に

研
究
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

財
政
の
規
模
と
変
遷

行
政
を
進
め
る
た
め
に
、
財
政
運
営
は
最
も
重
要
な

こ
と
で
あ

る
。
財
政
運
営
の
目
標
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
も
効
率
的
に
活

用
し
て
、
住
民
福
祉
の
最
大
限
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。

財
政
運
営
の
基
本
は
、
計
画
性
、
弾
力
性
、
積
極
性
の
三
要
素

を
み
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
決
算
状
況
に

よ
り
判
断
し
、
将
来
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
決
算
状
況

（
一
般
会
計
）
第
36
表
を
見
る
と
、
昭
和
四
十

年
度
を
基
準
と
し
た
場
合
、
昭
和
六
十

一
年
度
は
、
歳
入
で
一
六

倍
強
、
歳
出
で
一
五

・
八
倍
と
な
っ
て
お
り
、
過
去
―

-
0年
間
で

財
政
需
要
は
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
。
財
政
需
要
の
増
大
は
、

他
市
町
で
も
同
じ
た
が
、
要
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
収

入
の
う
ち
自
己
財
源
（
町
税
、
使
用
料
手
数
料
、
財
産
収
入
、
繰

越
金
等
）
の
占
め
る
比
率
が
高
い
か
、
支
出
の
う
ち
投
資
的
費
用
の

占
め
る
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
か
ー
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
。
収

入
面
で
の
自
己
財
源
の
う
ち
、
町
税
収
入
の
動
向
は
第
37
表
の
町

税
収
入
の
状
況
に
見
る
と
、
対
四
十
年
比
率
で
昭
和
六
十
一
年
度

H 五

財

政
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第 3章 企画 ・財政

は
、
約
四
三
倍
の
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
歳
入
合
計
に
対
す
る
町

税
収
入

の
比
率
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
で
―
―

10
・
九
貯
と
な
り
、

こ
れ
が
財
政
の
弾
力
性
に
大
き
な
役
割
を
示
す
。
昭
和
四
十
七
年

に
鹿
児
島
空
港
が
オ

ー
プ
ン
し
、
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
、
町
民

税
、
固
定
資
産
税
、
町
煙
草
消
費
税
、

電
気
税
の
伸
び
が
著
し

く
、
空
港
が
本
町
財
政
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
か
非
常
に
大
き
い
。

次
に
支
出
面
で
み
る
と
、
本
町
は
空
港
に
起
因
す
る
騒
音
対
策

と
い
う
特
殊
性
を
も
ち
、
か
な
り

の
投
資
が
な
さ
れ
て

い
る。

次
に
第
38
表
の
財
政
指
数
に
ふ
れ
る
と
、
基
準
財

政

需

要

額

（
国
の
基
準
に
よ
り
算
定
す
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
を
維
持
す
る

た
め
に

必
要
な
額
）
は
、
類
似
団
体
と
大
差
な
い
が
、
基
準
財
政

収
入
額
（
町
税
収
入
額
の
七
五
貯
と
、

地
方
譲
与
税
の
合
算
額
）

が
類
似
団
体
の
二
倍
以
上
あ
り
、
こ
れ
が
財
政
力
を
強
め
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
健
事
業
は
、
全
国
的
に
苦
し
い
財
政
運
営
が
な
さ

れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、
本
町
の
場
合
、
決
算
状
況

（第
39
表）

で
わ
か
る
と
お
り
、
毎
年
か
な
り
の
繰
越
金
が
出
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
医
療
費
支
出
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
特
に
高
額
医
療

費
の
伸
び
が
め
だ
っ
て
い
る
。
保
険
税
の
税
率
見
直
し
も
逐
次
実

施
し
て
い
る
が
、
被
保
険
者
の
納
税
意
識
も
、
他
団
休
に
比
較
し

·i;~ 図お金誓 ごは｀

“ 町民1人当たり

lhl・M女出令 -II.218l'I 

- - -/デ''"一年間に町がつかったお金（歳出)~ 

/、 //R譴筐l'<f,'t'/ 応 :lJ.0叫 'I .1.1.6<2l'I 
ICI・/'/ J,I.C.91l'I 

喜費~ー::~需
1.it5_ 

,mu・, 
C,911'1 

恩ぞ
20,4091'1 

漣衛生j'i
l:l,S09['1 

て
良
好
で
あ
り
、
財
政
運
営
に
寄
与
し
て
い
る
。

老
人
保
健
事
業
（
第
40
表
）
は
、
昭
和
五
十
八
年
二
月

一
日
発

足
し
た
制
度
で
あ
り
、
高
齢
者
の
医
療
費
が
、
各
保
健
者
の
財
政

圧
迫
の
要
因
と
も
な
る
こ
と
と
、
老
人
保
健
の
確
立
を
め
ざ
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
制
度
の
対
象
は
、

七

0
歳
以
上
と
六
五

歳
以
上
の
障
害
認
定
者
と
で
あ
り
、
医
療
費
支
払
い

の
源
資
は
、

支
払
基
金
七
〇
貯
、
国
―
1
0
~,;

,
:

、

県
五
〇
貯
、
町
五
貯
と
な
っ
て
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昭
和
四
十
七
年
度
（
空
港
開
港
時
）
と
昭
和
六
十

一
年
度
の
決

算
状
況
を
、
第
12
図
に
示
し
、
そ
の
分
析
を
し
て
み
よ
う
。
ま
ず

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
比
率
が
、
昭
和
四
十
七
年
度
二
三

・
九
貯

に
比
し
、
昭
和
六
十

一
年
度
四
八
•

三
町
と
大
き
な
伸
び
を
示
し

て
い
る
が
特
に
町
税
収
入
が
七

・
九
貯
か
ら
一
―

10
・
九
貯
と
伸
び

て
い
る
。
こ
の
要
因
は
空
港
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
法
人
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
煙
草
消
費
税
、
電
気
税

編

な
ど
、
直
接
間
接
に
収
納
増
に
寄
与
し
て
い
る
。
自
主
財
源
比
率

政行

の
高
い
こ
と
は
弾
力
性
の
あ
る
財
政
運
用
が
可
能
と
な
り
、
需
要

部2

に
即
応
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

第

次
に
歳
出
面
で
あ
る
が
、
行
政
費
を
で
ぎ
る
限
り
抑
制
し
、
民

に

空
港
県
営
駐
車
場
管
理
事
業
（
第
41
表
）
は
、
空
港
開
港
と
共

に
、
県
か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
駐

車
料
金
は
す
べ
て
県
に
納
入
し
、
県
か
ら
の
委
託
金
を
受
け
、
職

員
七
名
で
管
理
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

な
お
、
歯
科
診
療
事
業
（
第
42
表）

は
、
第
四
部
第
一
二
章
に
詳

述
し
て
あ
る
。

財
政
の
分
析
と
展
望

生
助
長
費
、
住
民
厚
生
費
を
い
か
に
助
長
さ
せ
る
か
が
、
財
政
運

営
の
妙
で
あ
る
。
民
生
助
長
費
は
生
産
と
、
生
活
環
境
の
整
備
に

直
接
影
響
す
る
経
費
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
投
資
的
経
費
と
し
て
、

将
来
住
民
生
活
の
向
上
を
期
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
重
点
を
指
向

す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
住
民
厚
生
費
は
、
高
齢
化

社
会
を
迎
え
た
今
日
、
需
要
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
高
学

歴
社
会
に
お
い
て
、
特
に
人
材
育
成
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る

今
日
、
そ
の
基
礎
的
条
件
の
整
備
は
当
然
対
応
の
必
要
性
が
あ

る
。
ま
た
公
債
費
の
比
率
が
異
常
に
伸
び
て
い
る
。
公
債
費
は
い

わ
ゆ
る
借
金
返
済
額
で
あ
る
が
、
住
民
生
活
の
向
上
と
あ
い
ま
っ

て
、
行
政
に
対
す
る
要
望
も
各
般
に
わ
た
り
増
加
し
て
お
り
、
長

期
に
わ
た
る
利
用
を
受
け
る
も
の
の
投
資
財
源
と
し
て
町
債
を
起

こ
す
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
額
は
制
限
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
現

時
点
で
公
債
費
率
は
類
似
団
体
と
ほ
ぽ
似
通
っ
て
い
る
。

現
在
日
本
経
済
は
、
好
景
況
の
さ
中
に
あ
る
と
は
い
え
、
景
気

は
波
が
あ
る
の
が
自
然
の
理
で
あ
る
。
外
需
よ
り
内
需
拡
大
に
施

策
の
方
向
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
本
町
財
政
に
最
も
影
轡
を
受
け

る
空
港
の
伸
展
が
ど
の
よ
う
に
動
向
す
る
か
、
予
測
は
困
難
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
財
政
収
入
は
大
ぎ
な
増
加
は
望
め
な
い
で
あ

ろ
う
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
歳
出
面
に
お
い
て
、
よ
り
計
画
性
と

129 



第 3章 企画 ・財政

工
夫
が
要
請
さ
れ
る
。
自
主
財
源
比
率
が
高
く
弾
力
性
に
富
む
と

は
い
え
、
行
政
需
要
は
多
様
化
と
増
加
は
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
一
方
公
債
費
率
の
低
下
に

一
層
の
努
力
が
要
請
さ
れ
る
。

経
済
の
成
熟
化
時
代
と
な
り
国
際
化、

国
際
分
業
化、

産
業
の

革
命
、
消
費
構
造
の
変
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
行
政
も

住
民
し
好
の
変
化
に
対
応
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
効
率
的
な
財

政
運
営
が
要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
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第 3章 企画 ・財政

決算状況

（単位：千円）

53 
I 

54 I 55 I 56 I 57 58 59 I 60 I 61 

311. 551 356,868 421,749 466,255 579,698 614,470 632,090 690,941 706,726 

465,354 495,219 512.217 580,616 570,079 545,813 548,747 599,716 630,868 

15.330 19,053 15,077 15,153 15,512 16,001 16,269 15.999 16.969 

99,559 159,325 158,366 153,777 149,597 152,037 145,042 149, 211 150,162 

76,211 125,827 123,931 119, 467 114,275 113,905 108,784 114,431 113,692 

1,044 1,089 690 586 682 530 897 1,242 986 

7,281 8,432 19,949 24,949 25,393 30,344 17,210 22,922 17,394 

26,753 31. 300 35,795 42,723 46,688 52,042 59,931 57,348 58,518 

296,803 363,740 391. 678 474,285 451,505 298,033 292.282 126,133 173,835 

204,089 185,620 192,647 253,414 222,495 208,768 127,733 205,252 llO, 388 

53,480 31,979 54,186 34,329 48,085 68,113 40,823 30,843 24,589 

15,096 4,421 4,459 3,487 4,560 3,433 20,422 5,661 5,153 

95,000 

゜
0 100,000 

゜
275 170,000 L 482 5,163 

62,472 96,028 67,315 73,571 82,526 93,227 118,466 116, 400 110,364 

106,356 ll8, 807 155,050 170,942 191,672 176,950 178,544 200,393 175,748 

420,400 188,600 352,800 235,800 178,600 157,800 321. 700 27,900 101. 800 

2180,608 2033,481 2381. 978 2629,887 2567,092 2417,836 2690,156 2241,443 2288,665 

1. 525 1. 422 1. 666 1,840 1. 796 1,691 1,882 1,568 1,6叫
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第 2部行政編

第36表 一般会計

1 歳 入

＼ 科目 I 
！ 

40 47 48 49 50 51 
I 

52 

町 税 J 16,339 49,167 149,158 177,638 197,074 232,979 275,774 

地方交付税 54,348 215,798 208,052 281,847 327,368 335,0ll 417,028 

自動車取得税交付金 4,613 5,539 7,996 10,074 10,810 12,876 

地方譲与税 16,710 41. 052 62,597 71. 825 80,518 93,775 

上のうち航空機燃料
ll. 943 35,731 52,776 60,705 61. 211 71,036 

譲与税

交付通金安全対策特別交 151 307 407 538 501 672 

分担金及び負担金 1.281 3.024 4,544 3,689 4,088 4,989 6,245 

使用料及び手数料 1. 509 4,391 12,029 15,330 17,330 21. 464 25,337 

国庫支出金 8,689 30,622 152,509 90,476 258,855 244,951 170,188 

県 支 出 金 23,715 89,780 76,152 72,749 103,718 173,044 200,453 

財 産 収 入 7,847 24,606 29.981 120,414 54,725 36,019 19,392 

寄 附 金 5,219 10,026 8,161 8,848 6,261 7,551 10,580 

繰 入 金 3,000 6,000 14,323 29,000 

゜゜゜繰 越 金 3,372 22,862 33,389 50,076 56,559 65,584 62,740 

諸 収 入 6,496 28,259 34,630 53,119 75,900 84,634 94,793 

町 債 11,100 115,400 126,100 129,500 392,500 147,700 336,300 

＾ ロ

計 142,916 621. 409 895.927 1103, 685 1576,816 1445,756 1726,153 

対 40 年比率 100 434 626 772 1. 103 1,011 ], 207 
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第 3章企画・財政

（単位 ：千円）

- -

I 53 54 55 56 57 58 59 60 61 
I 

I 38, 276 42, 376 46, 130 51, 071 55, 349 54, 929 56, 073 
I 

548,019 297,875 221, 147 228, 0871 228. 990 285, 043 251, 216• 

271,008 285,807 317,416 375,488 400, 536 442, 766 383, 624, 

i 
57,099 

I 
277, 9021 

358,655 

65,238' 

428,143 

349,511 

48, 210 55, 458 71. 0541 56, 380 79, 290 96. 685 121. 826 108, 532 107, 099: 

0 0 0 0 0 
I 

I o o ol o 

275. 596 270, 454 278, 520 393, 589 360, 079 313, 942 265, 922'299. 788 242, 842 

3. 429 3,366 4,504 3,856 5,267 3. 972 26, 755 4. 747 4, 350 

I 
307,655 425,674 540, 734 499, 794, 494,380 420,674 147,309 163,962 291, 122: 

61,940 54,573 76,698 62,347 70,058 70, 129 72,871 102,964 91,536 

358,050 296,673 471. 495 548,463 484, 513 240, 947 934, 157 265, 700 259. 630 

3. 849 18,165 33. 693 24,976 22. 747 45,054 20,536 89,134 19,296 

I 195, 188 182, 750 227,016, 273,311 272, 656 283, 168 293,467 304,332 299, 356 

360 2. 995 ol o o 42. 061 o 48. 264 1. 223 
I I I 

2111. 5801936, 1662288, 4072517, 3622473. 865 2299. 370 2573, 756 2081, 0791 2159, 946 ロニ：l.841i I. 809'-682 1.882: l.. 5221 l.. 580 

54年度公営住宅建設（金割） 民防竹小防音青少年の家

55年度公営住宅建設（金割陵南） 民防崎森地区公民館玉中整備用地

耕土改良広域林道不発弾処理 災害復旧

56年度公営住宅建設民防玉中整備耕土改良災害復旧 営批研修セ` ノタ

ー 危険物捨場用地深田宮田ほ場整備教職員住宅（陵小）

57年度公営住宅建設（計牛） 民防 陵中整備（屋体） 栗中地区ほ場盤備

耕土改良 陵中防音 竹子青少年会館 災害復旧

58年度公営住宅建設（玉割） 民防老人福祉セン ター 陵中整備（プール

金工木工室） 災害復旧 木場地区かん排竹子消防車庫 財産取得

59年度陵小整備（増築） 総合体育館災害復旧行幸瀬間利処分場新観

光ルート

60年度災害復旧 瀬間利処分場 竹山迫田整備 麓分団車庫 上床消防施設

財産取得

61年度 公営住宅建設（玉利） 伝票会計スタ ート コミュニティセンター内部改

装農村総合整備事業スタ ー ト 北原石原 3号線溝小増築
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2 歳 出

科目

年度J
謡 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林水産業費 ：

商

土

消

主

木

防

費

費

費

費

費

費

金

日ー

出

育

復

債

支

害

教

災

公

諸

合

対 40 年比率

0
5
2
1
2
8
3
7
5
7
4
4
8
3
5
2
5
3
1
9
2
4
6
0
0
6
8
1
2
1
7
 

2
0
4
0
4
9
8
7
6

塁

5

紅

燭

ニ

51

琴

4

霙

⑬

雲

江

噂

6
6
3
1

2
 

I

|

4021
14

7
0
9
2
8
7
7
0
0
7
8
8
9,

912
1
'

門
629,
1

3
7
5
9
0
4
4
2
0
0
0
1
6
O
l
l

51

江
口

□

二
邸
謳
露

L

5
0
[
4
2
3
1
4
8
2
0
0
1
5
0
3
1
8
6
3
8
4
4
9
7
5
7
0

一
[

1

1

ー

293|

|饂
_
|368232_
|0
1

509
|

祠疇
ー
0
2
2
g

ー

3
0
0
2
3
7
01

1

1
2
6
7
6
6|
_

邸

磁

国

⑮

叫

5

叫

紅

国

t

⑫

囮

，
 

4
 

ー

j

0715761

750
,
17

3
0
0
0
3
7
7
7
0
1
6
1
1
8
0
1

9105051

1601

0
8
5
1
6
1
8
|
 

諷

詞

蜀

⑬

腿

3

⑮

⑬

⑲

紅

⑭

⑮

8
 

4
 

1
501
,

629
1

6
5
4
8
4
3
0
4
6
2
3
5
9
1

類
ー
1

0
9
0
7
3
61

593
1

558
,
1645

|
0
2
0
4
3
0
|

4

訊

⑲

江

訟

鵡

2

紅

且

肛

⑫

泣

⑱

7
 

1

1

 

|

1
0
0
9
0
5
9
8
2
3
|
1

351
1

9
0
0
9
1
9
3
3
4

謳
ー

2
6
5
7
1
6
9
3
2
1
5
3
0

ー

690
1

100|
_

4

4

1

9

1

1

2

3

3

9

9

2

3

8

2

2

3

6

 

ー吾
P

備考 47年度公営住宅建設 コミュニティセンター建設空港騒音移転 高度機械化

茶業パイロット事業

48年度防音対策総合グランド建設竹子消防車庫建設学校用地取得公営

住宅建設災害復旧

49年度 公 営 住 宅建設防音対策溝小移転政策児童遊園地建設老人向公営

住宅総合グラソド建設教職員住宅

50年度公営住宅建設（陵北松脇） 民家防音対策防音対策林構事業溝

小移転改築

51年度公営住宅建設民家防音対策教職員住宅幼稚園建設防音対策林

構事業麓地区共同利用施設公社牧場

52年度 公 営 住 宅建設林構事業航空機騒音移転溝小プール溝中防音給

食センター 災害復旧 井手段移転宅造家畜集合検査場たばこ共同

乾燥施設

53年度公諮住宅建設林構事業庁舎建築特攻碑竹 小防 音茶 貯蔵 庫野

菜集荷所 中央分団車庫
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第
37
表

町
税

収
入

の
状

況
（
単
位
：
千
円
）

濫益•国俎冒

＼
年度

税
H一

＼
町
民
税

豆
噂
）
誓
噂
l蟹嗜

闊認
I
追
点

税
取木材税引

1保
特
別
有
土
税地

合
き，，ーI一

尉°棗胄｝怠
!t
贔

％
 

％
 

40 
2
,
4
4
7
 

10
5

 
8
,
5
2
8
 

1
,
1
2
8
 

3
,1
4
1

 
8
9
9
 

195 
1
6
,
3
3
9
 

100 
11. 4

 

4
7

 
12. 7

43 
3
,
1
7
7
 

1
4
,
6
6
6
 

2
,
1
4
9
 

1
2
,
7
9
0
 

6,4
43 

3
7
5
 

4
9
,
1
6
7
 

301 
7.9 

4
8
 

2
5
,
0
9
0
 

8
,
4
2
9
 

9
4
,
7
2
2
 

2
,
2
1
8
 

1
5
,
1
5
3
 

7,2
4
7

 
1
,5
23 

3
,
2
0
5
 

149,1
58 

913 
16.6 

49 
4
5
,
2
8
7
 

13
,
6
9
7

 
9
9
,
9
2
6
 

2
,
2
1
0
 

1
6
,
6
0
7
 

7
,
8
2
9
 

303 
5
,
4
7
6
 

1
7
7
,
6
3
8
 

1
,0
8
7
 

16.1 

50 
4
0
,
5
2
5
 

21, 43
0

 
125.074 

2
,
3
5
7
 

1
6
,
9
7
8
 

7,
3
62 

140 
4
,
6
3
8
 

1
9
7
,
0
7
4

 
1
,
2
0
6
 

1
2
.
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.
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0
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財
政

ヒ日
す

数
譴濫Ir}活N撼

年＼
＼度

＼
 

区
分

~ ~ 
基

準
財

政
需

要
額

基
準

財
政

収
入

額
財

政
力

指
数

公
債

比
率

溝
辺

町
1
類

似
屈

体
1
溝

辺
町

I
類

似
団

体
溝

辺
町

類
似

l渭
体

溝
辺

町
類

似
団

体

40 
6
3
,
6
5
3
 

11. 5
0
3
 

2
.
0
 

0
.
1
9
 

47 
2
3
7
,
1
8
8
 

4
5
,
0
2
1
 

0
.
1
6
 

5
.
3
 

"
 

4
8
 

3
1
8
,
0
5
4
 

1
3
7
,
7
1
0
 

0
.
2
6
 

6
.
9
 

4
9
 

4
2
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,
3
5
2
 

391, 7
5
6
 

1
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1
,
6
8
6
 

6
7
,
7
0
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.
4
4
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.
1
6
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.
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5
0
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,
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7
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5
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0
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.
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.
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5
 

51 
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.
4
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.
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5
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5
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.
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0
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.
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国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計

決
鉗

状
況

溢益
•国俎ぃ

ー
歳

入
（
単
位

:
千
円

）
ooCI 

合

.金
入

紐
入

又 J"r 
＞ 1

一
_-ii

金
越

繰
入

収
産

才
n 

業金
疇付

共交
付金

給付
挫交

療費
金
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支
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4
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0
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第 2部行 政 編

2 歳出

~ 年度 総務費 図付険給費 保設健施費 1立基金積金 1公債費1諸金支出老拠人出保健金I1共:拠同事出 合 計

40 1, 9791 22, 425 262 622 。I254 25,542 

47 5,398 66,086 1,828 717 30 

゜
74,060 

48 6,866 73,226 2,183 2,320 

゜゜
84,594 

49 6, 799 108, 252 3,201 6,032 0 1, 343 125,627 

50 7,196 154,536 3,554 773 8 

゜
166,067 

51 8,763 163,132 4. 211 11. 532 

゜
378 188,016 

52 10, 6541 190,241 6,258 23,827 

゜゜
230,980 

I 
53 11. 050 205,587 1,596 24,969 

゜゜
I 243.202 

54 13,093 241. 982 1. 680 16,859 

゜
80 273,694 

55 12,593 269,837 1. 642 8,900 0 2,939 295,911 

56 18,883 299,121 3. 182 7,421 

゜゜
328,607 

57 14,488 303,351 2,703 6,754 

゜
20 6,557 333,873 

58 14,421 228,224 2.462 6,963 llO 18 98. 017 350,215 

59 15,151 257,442 3,852 6,508 

゜
0 88,799 1,897 373,649 

60 17, 036， 1 269, 900 3,197 6,402 26 5,261 119, 451 1,839 420, 112 

61 18, 80 272, 384 6,389 6,756 41 860 110. 253 2,338 417,831 

第40表 老人保健特別会計決算状況

1 歳 入 （単位 ：千円）

年＼度 支交払付基金金 国庫支出金11県支出金繰入金諸収入繰越金 合計

57 14, 4081 4,351 1,087 1,147 

゜゜
20,993 

58 177,305 49,687 12,794 15,703 101 3,922 259,512 

59 162,767 48,591 11. 785 12,061 726 235 236,165 

60 190,064 52,834 13,054 18,674 101 54 274,781 

61 205,850 
I 

59,951 15,055 14,946 41 10 295,853 
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第 3章 企画・財政

2 歳 出

年~I 医 療諸費 1 総 務費諸支 出 金 合 計

57 17,071 17,071 

58 255,203 154 3,920 259,277 

59 233,846 253 2,013 236,112 

60 272,452 173 2,146 274. 771 

61 287,123 148 5,176 292,447 

1 歳

第41表 空港県営駐車場管理事業特別会計決算状況

入 （単位：千円）

＼＼＼ 科目

年度~
5

5

 

,/ 

目 県支出金諸収入 1繰入金繰越金 ！財産収入合 計 1

--―ーーニ

4 39,230 76 2,995 

゜ ゜
42,301 

5 40,464 403 

゜
2,782 135 33,784 

6 40,889 337 

゜
3,064 157 44,447 

7 39,595 194 

゜
3,981 134 43,904 

8 39,300 255 804 3,618 226 44,203 

， 41. 166 109 1,143 3,335 262 46,015 

゜
42,127 127 

゜
4,620 124 46,998 

1 43,614 901 

゜
3,843 264 47. 811 

2 歳 出

~ 年度 ＼ 科目＼ 総 務 費 I 合 計

54 39,520 39,520 

55 40,720 40,720 

56 40,465 40,465 

57 40,286 40,286 

58 40,867 40,867 

59 41. 396 41,396 

60 43. 155 43,155 

61 46,856 46,856 
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第 2部行政編

第42表 歯科診療事業特別会計決算状況

1 歳 入 （単位：千円）

¥年、;~科目 、1繰入金 町 債診療収入諸収入繰越金合 計

51 12,601 12,700 10,727 1601 36,188 

52 4,500 

゜
22,352 126 2,275 29,253 

53 5,986 

゜
20,679 128 1. 655 28,448 

54 3,000 

゜
22,538 121 2,505 28,164 

55 

8,177 ゚8 ゜
21. 433 209 L 759 31. 578 

56 2,00 

゜
22,669 210 1,662 26,541 

57 13,46 

゜
1. 530 46 2,229 17,273 

2 歳 出

＼年度 総務費医業費公債費 A 口 計

51 24,016 9,322 576 33,914 

52 21. 454 5,338 805 27,597 

53 21, 113 3,878 953 25,944 

54 20,425 5,026 953 26,404 

55 
I 

23,500 4,450 1. 966 29,916 

56 17,389 4,957 I. 966 24,312 

57 
I 

6,091 230 10,952 17,273 
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昭
和
四
十
六
年
四
月
姶
良
郡
西
部
消
防
組
合
が
設
立
認
可
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
管
内
の
消
防
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
あ
る
が
、
空
港
や
九
州
自
動
車
道
を
有
す
る
地
域
の
特
色
と

し
て
救
急
活
動
が
あ
る
。
離
島
便
を
も
つ
空
港
な
の
で
、
救
急
医

療
に
対
応
す
る
救
急
車
の
要
請
が
特
に
多
い
。

議会ー管理考ー一~監査委員
助役

収入役

消防長
I 

— —| 

本部次長
I 

消防署長 1 

I I I 
総警予

務防防

課課 課
(5) (3) (3) 

上 I
I I I I I I 

- I 
I I I 

溝蒲本庶経警広予危

募募 務理防報防塁

遣遣 係係係係係係
所所署
16 16 3 

ー

組
合
組
織
（
昭
和
63
年
4
月
現
在
）

第 4章 消防・安全対策

日

常

備

消

防

肖、1

第
四
章

防

消
防
•
安
全
対
策

米
増

安
楽

奥
村

外
村

久
木
田
貞
洋

昌
彦

幸
男

利
夫

道
男

文
夫

小
門
口
嘉
朋

◇
溝
辺
分
遣
所
長

下

園

成

哉

62 61 58 54 48 4 7 . . . . . . 
4 7 4 4 10 4 
I I I I I I 

62 61 58 54 48 
現・・・・・
在 3 6 3 3 9 

森
川

国
生

重
男

後
藤

池
田

章
景
雄

国

生

文

夫

62 58 54 50 46 46 . . . . . . 
6 7 6 6 7 4 
I I I I I I 

62 58 54 50 46 
現・・・・・
在 5 6 5 5 6 

◇
議
長

西

野

繁

6
1
.
1
2
ー

現

在

◇
管
理
者

曽
木

東

隆
輝

国
雄

2
 

ー．
 

ー6
 

ー

9

2

 
．
 

4

1

1

 

昭
和
4
6
.
4
1
4
9
.
1
1

歴
代
管
理
者
・
議
長
・
消
防
長
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ー 3
 

ボ
ン
プ
車
一
台
、
運
搬
車
一
台
、
小
型
ポ
ン
プ

一
台

0
崎
森
分
団
（
崎
森
）

分
団
長
1
1

三
好
薫
（
定
員
―

-
0名
）

口
非
常
備
消
防

溝
辺
分
遣
所
の
装
備

救
急
車

一
、
水
槽
付
ボ
ソ

プ
車
一

、

一
、
可
搬
ポ
ソ
プ
一

ボ
ン
プ
運
搬
車
（
小
型
）

溝
辺
町
消
防
団
組
織
（
昭
和
63年
4
月
現
在
）

△
団
長
11
春
田
忍
△
副
団
長
11
重
森
実
衛

0
中
央
分
団
（
有
川
、
麓
の

一
部
、
一二
縄
）

分
団
長
1
1
花
岡
春
雄
（
定
員
四
五
名
）

ボ
ン
プ
車
一
台
、
運
搬
車一

一
台
、
小
型
ポ
ン

プ
ニ
台

0
竹
子
分
団
（
竹
子
）

分
団
長
11
神
田
美
香
（
定
員
三

0
名）

ポ
ン
プ
車
一
台
、
運
搬
車
一
台
、
小
型
ポ
ン
プ
一
台

0
麓

分

団

（

麓
）

分
団
長
1
1
今
島
六
男
（
定
員
二
六
名
）

ポ
ン
プ
車

一
台
、
運
搬
車

一
台
、
小
型
ボ
ン
プ

一
台

第43表 出 動 状 況 (1月~12月）

2 

59年 60年 61年 62年

火 災 ＇ 延回 人 数員 153 0 
6: I 14~ I 

2 

122 

風水 害 延回人数員 I

゜゚ ゜゚ ゜゚

1 

24 

特別 警戒 延回人数員 277 91 297 4 297 s I 
7 

401 

演習訓練 1: 人 : ¥

229 
20 I 931 

16 

1. 489 447 785 601 

その 他 延回 人数員 l173 81 

11 
231 

29 

470 604 235 

A ロ
計. I: 人:¥

2521 I 
40 126 55 

2,096 1. 290 1,831 1. 383 

消
防
団
員
の
出
動
状
況

第
43
表
の
と
お
り
。
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長

福

永

春

雄

氏

（
団
長
在
任
、
昭

和
46
年
4
月
！
昭

町
の
前
消
防
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部
五
位
（
竹
子
分
団
）

小
型
ボ
ン
プ
の
部
三
位

（竹
子
分
団
）

0
第
一
六
回
大
会
（
昭
和

61
年）

個
人
技
能
賞

一
番
員
祝
倣
園
治
幸

練

勤

務

を

終

え

、

タ

J
 

号
9法

方

か

ら

夜

間

ま

で

採

の
訓
練
が
続
く
。

0
第

一
五
回
大
会
（
昭
和

59
年）

郡
大
会
で
同
一
分
団
の
ア
ベ
ッ
ク
俊
勝
は
初
め
て

る
た
め
、

一
日
の

小
型
ボ
ン
プ
の
部
九
位
（
竹
子
分
団
）

ボ
ソ
プ
車
の
部
八
位
（
竹
子
分
団
）

員
か
ら
な
っ
て

い

主
と
し
て
有
職
団

3
 

0
第

ポ
ソ

。フ
車
の
部
四
位
（
崎
森
分
団
）

四
回
大
会

（昭
和
57
年）

っ
て
い
る
。
町
、
郡
、
県
へ
と
進
む
に
つ
れ
、
優
秀
な
代
表
チ
ー

が
郡
大
会
へ

、
郡
の
優
勝
分
団
が
県
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な

操
法
大
会

消
火
活
動
の
基
本
は
大
別
し
て
、
規
律
訓
練
と
操
法
訓
練
か
ら

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
操
法
大
会
が
、
各
町
の
代
表
を
集
め
郡

大
会
、
県
大
会
、
全
国
大
会
が
隔
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
郡
大
会

出
場
権
を
め
ざ
す
町
大
会
を
分
団
対
抗
で
実
施
、
町
の
優
勝
分
団

ム
が
そ
ろ
う
の
で
、
出
場
前
の
各
チ
ー
ム
の
訓
練
は
、
ま
さ
に
過

激
な
毎
日
と

な

る
。
特
に
現
在
は

和
53
年

3
月）

の
、
県
大
会
優
勝
の
念
願
は
強
く
、
団
員
の
士
気

高
揚
に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
は
着
々
と
あ
が
り
、
県

に
お
い
て
も
溝
辺
町
消
防
団
が
自
他
共
に
認
め
ら
れ
る
実
力
を
有

し
て
い
る
。
県
大
会
で
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

0
第
一

―
回
大
会

（昭
和
51
年）

小
型
ボ
ソ

。フ
の
部
八
位
（
麓
分
団
）

0
第
―
二
回
大
会
（
昭
和

53
年）

ポ
ソ

。フ
車
の
部
三
位
（
崎
森
分
団
）

0
第
二
二
回
大
会
（
昭
和
55
年）

小
型
ボ
ソ
プ
の
部
一

0
位
（
麓
分
団
）
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4

イ 政 編

国

自

衛

消

防

” 

出初式に向かう行進

出
動
す
る
消
防
団
に

図
る
と
と
も
に
、
将
来
人
命
を
尊
重
し
、
財
産
の
保
全
を
図
る
社

消
火
に
努
め
る
と
と

も
に
、
町
内
災
害
に

つ
け
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
園
及
び
各
家
庭
か
ら
の
火
災
の
減
少
を

目
的
は
、
幼
年
に
消
防
研
修
を
行
い
、
火
に
対
す
る
正
し
い
し

二
月

一
日

発

足

し

た
。
設
置
目
的
は、

公
有
財
産
を
災
害
か

ら
未
然
防
止
、
初
期

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
。

役
場
自
衛
消
防
隊

は
、
昭
和
四
十
五
年

―
―
一
番
員
壱
岐
良
己

個
人
技
能
賞
は
、
こ

の
年
か
ら
始
ま
り
、
個
人
採
点
の
結

果
、
県
下
最
優
秀
者
を
各
ボ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
一
名
選
抜
す

る
。
小
型
ボ
ン
プ
の
部
は
一
チ
ー
ム
四
名
で
組
織
さ
れ
る

か
ら
、
県
下
で
四
名
受
賞
と
な
る
が
、
本
町
か
ら
二
名
受

賞
と
い
う
輝
や
か
し
い
成
果
を
収
め
た
。

本
町
唯
一
の
自
衛
消
防
組
織
と
し
て
、
役
場
自
衛
消
防
隊
（
隊

長
、
沼
口
輝
実
、
隊

員―――

四
名
）
が
あ

る
。

昭
和
六
十
年
十
一
月
、
高
陵
寺
保
育
園
（
園
長

・
加
来
宗
暁
）

積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
に
あ
る
。
組
織
は
役
場
職
員
で
お
お
む

ね
四

0
歳
未
満
の
青
壮
年
か
ら
な
り
、
活
動
は
、
月
例
早
朝
訓

練
、
自
衛
隊
体
験
入
隊
、
夏
季
宿
泊
訓
練
、
消
防
出
初
式
の
参
加

な
ど
が
主
で
あ
る
が
、
特
に
昭
和
五
十
九
年
ラ
ッ
パ
隊
が
結
成
さ

れ
、
猛
訓
練
の
結
果
、
翌
六
十
年
消
防
出
初
式
よ
り
披
露
さ
れ

た
。
ラ
ッ
パ
隊
結
成
以
前
は
国
分
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
に
依
頼
し

て
き
た
が
、
以
後
自
前
の
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
り
演
奏
さ
れ
、
好
評
で

あ
る
。

詞

結
成
当
時
わ
ず
か
一
六
名
で
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
規
律
訓
練

を
通
じ
て
職
場
の
規
律
秩
序
、
職
域
士
気
高
揚
に
寄
与
す
る
と
こ

ろ
大
で
あ
り
、
歴
代
隊
長
指
揮
の
も
と
そ
の
精
神
は
引
き
継
が

れ
、
新
入
男
子
職
員
は
必
ず
自
衛
消
防
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
が
恒

例
と
な
っ
て
い
る
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
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高陵寺保育園幼年消防クラブ

会
人
と
し
て
の
素
地
を

発
足
当
時
は
二
四
名

（指
揮
者
・
白
浜
健
司

で
、
結
成
と
と
も

君）に
、
姶
良
西
部
消
防
組

合
署
員
の
指
禅
に
よ
り

訓
練
を
続
け
、
昭
和
六

十

一
年
消
防
出
初
式
よ

り
そ
の
成
果
を
披
露
さ

れ
た
。
短
時
日
の
訓
練

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
き

び
き
び
し
た
規
律
訓
練
に
、
団
員
は
も
ち
ろ
ん
出
席
者
の
感
銘
は

深
く
、
拍
手
喝
采
を
受
け
た
。

育
成
す
る
こ
と
に
あ

る。

溝
辺
町
に
お
け
る
交
通
安
全
の
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
に
あ
た

っ
て
は
、
人
命
尊
重
の
理
念
を
踏
ま
え
た
交
通
機
関
、
ま
た
、
そ

れ
ら
を
運
転
す
る
人
間
、
及
び
そ
れ
ら
が
活
動
す
る
場
と
し
て
の

交
通
環
境
と

い
う
三
つ
の
要
素
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
相
互
の
関

連
を
考
慮
し
な
が
ら
適
切
か
つ
実
施
可
能
な
方
策
を
総
合
的
に
検

討
し
、
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
に
、
交
通
機
関
が
原
因
と
な
る
事
故
防
止
対
策
と
し
て

は
、
普
段
の
技
術
開
発
に
よ
っ
て
そ
の
構
造
、
設
備
等
の
安
全
性

を
高
め
て
ゆ
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
と
も
に
交
通
機
関
の
社
会
的
機
能
や
特
性
を
考
慮
し
つ

つ
、
社
会
的
要
求
に
応
じ
た
安
全
水
準
を
常
時
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。第

二
に
、
交
通
機
関
を
運
転
す
る
人
間
に
関
す
る
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
運
転
者
の
資
質
の
向
上
と
、
安
全
な
運
転
を
確
保
す

(—) 

交
通
安
全
対
策

計
画
の
構
想
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る
た
め
の
指
導
取
締
り
の
強
化
、
各
種
組
織
に
お
け
る
管
理
の
改

善
な
ど
を
通
じ
て
、
労
働
条
件
の
適
正
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
町
民
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
交
通

安
全
に
関
す
る
教
育
及
び
広
報
、
ま
た
、
関
係
民
間
団
体
な
ど
の

交
通
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
に
、
交
通
環
境
の
面
か
ら
の
安
全
対
策
と
し
て
は
、
人
命

尊
重
の
見
地
に
た
っ
た
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、
交
通
規
制
の
強

化
等
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
交
通
環
境
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
混
合
車
両
交
通
に
起
因
す
る
接
触
の
危
険
を
排
除
す

る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
交
通
の
流
れ
を
秩
序
づ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通
機
関
の
安
全
な
運
転
に
資
す
る
必
要
が
あ

以
上
の
考
え
方
の
も
と
に
、
有
効
的
な
交
通
安
全
対
策
を
講
ず

る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
基
礎
と
し
て
交
通
事
故
原
因
の
総
合
的

な
調
壺
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
般
の
事
故
防
止
対
策
に
も

か
か
わ
ら
ず
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
救

助
救
急
活
動
、
被
害
者
の
治
療
、
損
害
賠
償
の
確
保
な
ど
に
必
要

な
救
済
措
置
に
万
全
を
つ
く
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

る
。

道
路
交
通
事
故
の
状
況
と
そ
の
抑
止

本
町
に
お
け
る
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
は
、
第
44
表
の
よ
う

に
昭
和
五
十
六
年
に
は
三
七
人
（
死
者
一
人
）
で
あ
っ
た
が
、
年

次
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
昭
和
六
十
年
に
は
五
二
人
（
死
者
一

人
）
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
交
通
事
故
の
要
因
を
考
え
る
と
、
第
一
に
、
自
動
車

の
保
有
台
数
及
び
運
転
免
許
所
持
者
数
の
大
幅
な
増
加
に
起
因
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
本
町
は
特
に
、
鹿
児
島
空
港
の
所

在
地
で
も
あ
り
、
隣
接
町
へ
の
基
幹
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
空
港

利
用
者
の
増
加
に
よ
る
通
行
車
両
増
が
交
通
事
故
を
増
長
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
高
齢
者
社
会
の
進
展
に
伴
い
高
齢
者
歩
行
者
を
中
心

と
す
る
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
、

二
輪
車
事
故
が

青
少
年
層

・
若
年
婦
人
層
を
中
心
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
運
転
者
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

第
三
に、

急
激
な
通
行
車
両
の
増
加
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
利

用
者
の
通
行
に
少
な
か
ら
ず
不
安
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
の
事
故

を
増
加
さ
せ
て
い
る
。

に
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ま
す
ま
す
交
通
環
境
が
悪
く
な
る
状
況
の
な
か
、
現
在
交
通
安

第44表 溝辺町の交通事故発生状況

匡

具
体
的
な
安
全
対
策

こ
れ
ら
に
対
応
し
、

す
る
た
め
に
は
、

安全、安心、快適な交通環境を創設

町民のモラルの啓発を主体として従来に

も増して総合的施策を積極的に推進し、かつ実践性を高

め、忌まわしい事故を抑止しなければならない。特に、

死亡事故の抑止には格段の配慮を行い、毎年ゼロをめざ

すものとする。

年：ロ
発生件数 死傷者数 （人）

（件） 計 I 1死 者 I1負似者

昭54 31 51 

1゚ 1 ! 
50 

55 37 55 55 

56 30 37 36 

57 28 36 

゜
36 

58 52 73 1 72 

59 56 80 

゜
80 

60 43 52 1 51 

I 

第45表 交通安全施設整備状況

反道射路鏡
防護柵 区画線

区分
（本） (m) (m) 

昭54 28 249 

55 14 216 700 

56 7 77 2,100 

57 10 62 

58 5 87 

59 12 76 

60 14 263 

61 10 101 

62 13 131 2,778 

（注） このほか61年 4月「交通死亡事

故0記録2,000日をめざす町」 の

立看板4甚設爵

全
施
設
の
設
置
と
な
ら
ん
で
交
通
安
全
協
会
や
学
校
な
ど
を
中
心

に
、
婦
人
、
子
供
を
対
象
と
し
た
自
転
車
教
室
や
二
輪
指
導
、
ま

た
老
人
を
対
象
と
し
て
交
通
安
全
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

1

安
全
対
策
の
要
点

①
交
通
安
全
施
設
の
整
備

②
道
路
の
新
設
、
改
良
に
よ
る
交
通
安
全
対
策
の
推
進

③
効
果
的
な
交
通
規
制
の
推
進

④
道
路
使
用
の
適
正
化

交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底

2
 ①

交
通
安
全
教
育
の
振
興

（幼
児
・

学
校

・
地
域
社
会
）

148 



第 2部 行 政 編

6
 

5
 

4
 

3
 ②

広
報
活
動
の
充
実

③
交
通
安
全
に
関
す
る
広
報
の
推
進

安
全
運
転
の
確
保

運
転
者
教
育
の
充
実

自
転
車
の
安
全
性
の
確
保

道
路
交
通
秩
序
の
維
持

被
害
者
救
済
対
策
の
強
化
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第 5章 溝辺町における選挙

明
治
二
十
三
年
に
第
一
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
執
行
さ
れ

て
約
一

0
0
年
、
大
正
十
四
年
に
い
わ
ゆ
る
普
通
選
挙
法
が
公
布

さ
れ
て
か
ら
六
十
有
余
年
、
ま
た
昭
和
二
十
年
に
婦
人
参
政
権
付

与
の
法
律
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
四
十
有
余
年
が
経
過
し
て
い
る
。

今
日
で
は
、
文
字
ど
お
り
男
女
平
等
の
普
通
選
挙
制
度
が
確
立

さ
れ
、
国
民
は
等
し
く
選
挙
権
を
享
受
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
至

る
ま
で
に
は
幾
多
の
困
難
と
こ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
先
人
の
並

々
な
ら
ぬ
努
力
と
労
苦
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
敬
意
と
感
謝

の
念
を
禁
じ
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
戦
時
最
初
の
地
方
制
度
の
改
革

と
し
て
昭
和
二
十

一
年
に
市
町
村
制
な
ど
の
一
部
を
改
正
す
る
諸

法
律
が
公
布
、
施
行
さ
れ
た
時
点
で
選
挙
管
理
委
員
会
も
発
足
し

た
。
発
足
当
初
の
名
称
は
、
市
町
村
会
議
員
選
挙
管
理
委
員
会
と

称
し
、

そ
の
職
務
は
、
市
町
村
長
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員
の
選
挙
並
び
に
直
接
請
求
に
基
づ
く
住
民
投
票
の
事
務
な

ど
を
管
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

第
五
章

溝
辺
町
に
お
け
る
選
挙

溝
辺
町
に
お
け
る
選
挙
の
歴
史
は
、
ま
ず
、
選
挙
管
理
委
員
関

て
い
る
。

挙
管
理
委
員
会
に
書
記
長
を
置
く
こ
と
と
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ

選
挙
管
理
委
員
の
資
格
は
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員
の
選

挙
権
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
議
会
で
選
挙
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
委
員
の
定
数
は
、
市
町
村
の
場
合
四
人
で
組
織
さ
れ
、
任
期

は
二
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
委
員
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
、
い

つ

で
も
補
充
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
補
充
員
の
制
度
が
設
け

ら
れ
、
委
員
を
選
挙
す
る
と
き
、
同
時
に
委
員
と
同
数
の
補
充
員

の
選
挙
も
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
二
年
地
方
自
治
法
の
制
定
に
伴
い
、
名
称

も
単
に
選
挙
管
理
委
員
会
と
改
め
ら
れ
、
昭
和
二
十
三
年
に
は
委

員
の
任
期
が
一
年
延
長
さ
れ
て
三
年
と
な
り
、
昭
和
三
十
六
年
に

は
、
選
挙
常
時
啓
発
事
務
の
実
施
、
そ
の
他
選
挙
事
務
に
遺
漏
な

き
を
期
す
る
た
め
、
事
務
職
員
が
必
置
制
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

昭
和
三
十
七
年
に
は
選
挙
管
理
委
員
会
の
一
層
の
整
備
充
実
を
は

か
る
た
め
、
委
員
の
資
格
に
つ
き
「
人
格
が
高
潔
で
政
治
及
び
選

挙
に
関
し
公
正
な
識
見
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
の
条

件
が
付
さ
れ
、

ま
た
委
員
と
議
会
の
議
員
お
よ
び
長
と
の
兼
務
が

禁
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
委
員
の
任
期
が
四
年
に
改
め
ら
れ
、
選
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係
が
第
船
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
各
選
挙
の
記
録
は
、
第

47
表
か
ら
第
52
表
ま
で
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
和
三
十
七
年
の
町

制
施
行
後
は
じ
め
て
の
町
長
選
挙
は
、
四
期
目
を
め
ざ
す
岩
下
司

馬
と
新
人
で
前
助
役
の
野
村
秀
男
と
の
間
で
今
日
で
も
語
り
草
に

な
る
ほ
ど
の
町
を
二
分
す
る
激
し
い
選
挙
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
選
挙
の
も
う

―つ

の
特
色
は
、
身
近
な
選
挙
の

投
票
率
は
、
例
え
は
町
議
会
議
員
の
選
挙
で
は
ほ
と
ん
ど
九
〇
宕

を
超
え
て
い
る
の
に
、
国

・
県
段
階
の
選
挙
で
は
極
端
に
出
足
が

鈍
り
、
県
下
で
も
常
に
下
位
に
ラ

ソ
ク
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
町
当
局
の
積
極
的
な
支
援
を
あ
お
い

で
、
広
報
な
ど
に
よ
る
啓
蒙
活
動
を
強
化
し
、

最
近
に
お
い

て

は、

か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
て
い

る
。

第46表 歴代選挙管理委員及び補充員

任 期 委員長 委 員 補 充員 備 考
I 

27.10.31 野村秀男 徳重清憲 荻迫武男

＼ 岩元 時義 鳥丸 美登
30.12.19 

竹ノ内春見 I 

30.12.20 野村秀男 徳重清憲 1 竹ノ内春見 岩元保雄（条例改正に よる委員

¥ 荻迫 武男犬滋 重行 増に伴い33.5.10委員就任）
33.12.22 I （岩元保雄）iI 末元 正己 ＇ 竹ノ内春見（徳重清憲死亡に伴

I I い33.5.6委員就任）

33.12.23 野村秀男
麟武男 1I 犬童重行

＼ 竹ノ内春見末元 正己
36.12.18 

岩元 保雄 烏丸 美登

西山民雄 ' 

36.12.19 野村秀男 重森 満次 末元 哲男 li 
＼ 

竹ノ内春見 指宿 正三37. 3.31 
37. 4. 1 竹ノ内春見 末元 正己村田久夫 ＇

＼ 
1重丸 幸彦 |I 

39. 12.15 
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39.12.16 有馬四郎 璽森満次 末元哲男 ＇ 末元哲男（竹ノ 内春見就任に伴

¥ 竹ノ内春見 指宿正三 い42.3.21委員就任）
43.12.15 

I 末元正己 村田久夫 I
西山 民雄

43. 12. 16 有馬 四郎 重森満次 弁元俊夫 I五森瀾次（打馬四郎退職に伴い

I 末元正己 指宿正三 45.4.1委員長就任）
45. 3.31 

末元哲男 野元孝志 倉元俊夫（上記欠員に伴い45.
I 荻迫武男 4.1委員就任）

I 重森満次 末元正己 1 野元 孝志 野元孝志（末元哲男退職に伴い

45. 4. 1 末元哲男 指宿正三 51. 3. 2委員就任）
＼ 倉元俊夫 荻迫武男5]. 12. 19 

国生政志 ＇l 

51. 12. 20 末元正己倉元俊夫 荻迫武男

I 指宿 正三 池沢勇吉
55.12.19 

国生政志 野村邦夫

野間逹美

55.12.20 末元 正己 倉元俊夫 東郷 正 1

I 指宿 正三 大山 平志
59.12.19 

国生政志 野村 邦夫

野間達芙

59.12.20 末元正己 倉元俊夫 東郷 正

I 国生政志 野村 邦夫
63.12.19 

大山 平志 野間達美

永倉澄男
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第
47
表

町
長

選
（

町
談

補
選

）
記

録
譴濫炉}甜N撼

当
日

の
有

権
者

数
選

挙
執

行
年

月
日

選
挙

名

I
 

I
 

I
 

備
考

男
女

計
町

長
町

議
補

欠
一
、

37. 
6. 

1
 

溝
辺

町
長

選
挙

2
,
1
7
9
 

2
,
3
8
6
 

4
,
5
6
5
 

立
候

補
者

2
投

票
率

93
.3

%
 

溝
辺

町
長

及
び

立
候

補
者

8
41. 

5. 
20 

2
,
0
3
6
 

2
,
3
2
3
 

4
,
3
5
9
 

無
投

票
町

議
補

欠
選

挙
当

選
者

4

45. 
5. 

2
6
 

同
上

2
,
0
4
0
 

2
,
3
6
8
 

4
,
4
0
8
 

無
投

票
立

仮
補

者
2

当
選

者
1

49. 
5. 

26 
溝

辺
町

長
選

挙
2
,
2
8
7
 

2
,
5
7
9
 I

 
i
 
4
,
8
6
6
 

無
投

漿
I

 

溝
辺

町
長

及
び

I
 

（
欠
員

1
名）

53. 
5. 

2
8
 

2. 
4
7
8
 I

 
I

 
2
,
7
8
2
 

5
,
2
6
0
 

無
投

票
町

議
補

欠
選

挙
無

投
票

（
欠
員

1
名

）
57. 

5. 
30 

同
上

2
,
6
3
7
 

2
,
9
3
2
 

5
,
5
6
9
 

無
投

示回
1

 

無
投

票

上
3
,
1
0
3
I

 
• i
 

（
欠
員

1
名）

61. 
5. 

2
5
 

同
2. 

720 
5
,
8
2
3
 

無
投

票
I，

 無
投

票

CSI 



第
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表
町

（
村

）
議

選
の

記
録

批翠f全将リ～旨翠慈欄g踪

選
挙

人
名

蒋
登

録
者

数
選

挙
当

日
有

権
者

数
投

票
者

数
投

票
率

執
行

年
月

日

I
 

I
 

男
女

H
 

男
女

計
男

女
H

 
男

女
計

I
 

22. 
4. 

3
0
 

2
,
1
7
6
 ！
 

1. 
9
4
3
 

2
,
2
3
9
 

4
,
1
8
2
 

1. 
7
4
0
 

1. 
747 

3
,
4
8
7
 

8
9
.
5
5
 

7
8
.
0
2
 

8
3
.
3
8
 

26. 
4. 

2
3
 

2
,
0
8
6
 

2
,
3
2
5
 

4
,
4
1
1
 

2
,
0
1
9
 

2. 
1
9
6
 

4
,
2
1
5
 

96. 7
8
 

9
4
.
4
5
 

9
5
.
5
6
 

30. 
4. 

~o 
2
,
2
4
5
 

4
,72

1
 

2
,
1
9
2
 

2
,
3
9
3
 

4
,
5
8
5
 

2
,
0
1
8
 

2
,1
7
6
 

4,
1
9
4

 
92

.0
6
 

9
0
.
9
3
 

91. 47 

34. 
4. 

30 
2
,
2
7
7
 

2
,
4
7
2
 

4
,
7
4
9
 

2
,
2
0
9
 

2
,
4
0
0
 

4
,
6
0
9
 

2. 
1
2
8
 

2
,
2
5
6
 

4
,
3
8
4
 

9
6
.
3
3
 

9
4
.
0
0
 

95. 12 

38. 
4. 

30 
2
,
1
5
0
 

2
,
4
4
9
 

4
,
5
9
9
 

2
,
0
9
2
 

2
,
3
9
3
 

4
,
4
8
6
 

1. 
9
7
3
 

2
,
2
1
5
 

4
,
1
8
8
 

9
4
.
2
7
 

9
2詞

I
 9
3
.
3
6
 

42. 
4. 

2
8
 

2.03:l 
2
,
3
3
3
 

4
,
3
6
6
 

L
 9
7
8
 

2
,
2
7
0
 

4
,
2
4
8
 

1. 
841 

2
,
1
3
4
 

3
,
9
75 

9
3
.
0
7
 

94.0l 
9
3
.
5
7
 

46. 
4. 

25 
2
,
0
7
6
 

2
,
3
2
4
 

4
,4
0
0
 

2
,
0
3
2
 

2
,
2
5
7
 

4
,
2
8
9
 

1. 
9
0
0
 

2, 
16:l 

4
,
0
6
3
 

93 .. 50 
9
5
.
8
4
 

94. 7
3
 

50. 
4. 

2
7
 

2
,
3
7
5
 

2,.590 
4
,
9
6
5
 

2
,
3
2
6
 

2
,
5
3
6
 

4
,
8
6
2
 

2
,
1
8
3
 

2
,
3
1
4
 

4
,
4
9
7
 

93.8.5 
91

.2
5
 

9
2
.
4
9
 

54. 
4. 

2
2
 

2
,
5
1
0
 

2
,
8
1
4
 

.5,324 
2
,
4
5
3
 

2. 
7
4
5
 

5
,
1
9
8
 

2
,
2
9
3
 

2
,
5
4
7
 

4
,
8
4
0
 

9
3
.
4
8
 

92. 7
9
 

93
.11 

58. 
4. 

2
4
 

2
,
6
8
9
 

3
,
0
1
9
 

5
,
7
0
8
 

2
,
6
1
7
 

2
,
9
4
6
 

5
,
5
6
3
 

2
,
4
8
9
 

2
,
8
1
9
 

5
,
3
0
8
 

95.11 
9
5
.
6
9
 

95
.4
2
 

62. 
4. 

2
6
 

2
,
7
5
3
 

3
,
1
5
3
 

5
,
9
0
6
 

2
,
6
9
2
 I
 3
,
0
9
4
 

5
,
7
8
6
 

2,491 
2
,
8
8
6
 

5
,
3
7
7
 

92
.5
3
 

93. 2
8
1

 
9
2
.
9
3
 

I
 

I
 

文g[

（注）
2
2
~
3
0
年
は
村
議
選



第
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表

知
事

選
の

記
録

謙濫Ir}
活N浣

選
挙

人
名

簿
登

録
者

数
選

挙
当

日
有

権
者

数
投

票
者

数
投

票
率

執
行

年
月

日

I
 

男
女

計
男

女
計

男
女

計
男

女
計

2
2
.

 4. 
5

 
1
,
9
5
8
 

2,274 
4
,2
3
2
 

1. 
5
9
5
 

1,374 

2,9655
切0409

 
5

 
4I

 
,

 

81. 46 
60.412 4

 
7
0
.
]
6
 

2
6
.

 4
.

 30 
2
,
0
8
9
 

2
,
3
3
8
 

4
,
4
2
7
 

1. 
7
9
2
 

1
,
7
1
0
 

3, 
85

.
 

7
8
 

73.1 
,

 
7
9
.
1
0
 

30
.

 4. 
23 

2
,
2
3
0
 

2
,4
6
2
 

4
,
6
9
2
 

2
,
1
8
4
 

2
,
3
9
5
 

4
,
5
7
9
 

1. 
8
0
4
 

1. 
7
4
5
 

3, 
82

.60 
72

.
 

86
1

 
77

.51 

34. 
4. 

23 
2
,2
5
9
 

2
,
4
4
9
 

4
,
7
0
8
 

2
,196 

2
,
3
8
1

 
4
,
5
7
7
 

1,981 
1. 

993 
3. 

90.21 
83. 70

,
 
8
6
.
8
3
 

38. 
4
.

 17 
2
,
116 

2
,393 

4
,
5
0
9
 

無
投

票

4
2
.

 4. 
15 

2
,
0
3
3
 

2
,
3
3
3
 

4
,
3
6
6
 

2
,
0
1
7
 

2
,3
2
2
 

4
,
3
3
9
 

1
,5

70 
1. 
6
1
8
 

3
,
1
8
8
 

77. 83
'

 
6
9
.

 
6
8
1

 
73.47 

46. 
4. 

11 
2
,
0
7
2
 

2
,341 

4
,
4
1
3
 

2
,
0
4
3
 

2,291 
4,334 

1
,287 

1. 
330 

2
,
6
17

 
63

.00 
5
8
.
0
5
 

60
.38 

50. 
4. 

13 
2
,
3
3
7
 

2
,
6
3
0
 

4,967 
2
,2
8
0
 

2
,
5
5
0
 

4
,
8
3
0
 

1
,
8
9
0
 

2
,0
1
0
 

3
,
9
0
0
 

8
2
.
8
9
 

7
8
.
8
2
 

8
0
.

 
75 

52. 
2. 

27 
2
,
3
8
6
 

2
,670 

5
,
0
5
6
 

2
,
3
6
7
 

2
,
6
5
9
 

5
,
0
2
6
 

1
,
2
5
6
 

1
,
3
3
6
 

2
,
5
9
2
 

53
.06 

5
0
.
2
4
 

51. 57 

5
6
.

 2
.

 8
 

2
,
5
8
4
 

2
,
8
8
9
 

5
,
4
7
3
 

2
,
5
5
4
 

2
,
8
4
3
 

5
,
3
9
7
 

1
,

 
881051

 
1

 

2
,0
2
9
 

3
,
9
0
9
 

73
.61 

71. 37 
72.43 

60. 
2. 

3
 

2
,
6
9
2
 

3
,
0
4
9
 

5,741 
2
,
6
1
4
 

2
,9
9
6
 

5
,610 

1,4 
1. 
6
1
3
 

3
,
0
2
8
 

54.
13

 
53

.84 
53

.9
8
 

SSI 
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表

県
議

選
の

記
録

将熙灼太埃iJこ毘双諮

選
挙

人
名

縛
登

録
者

数
選

挙
当

日
有

権
者

数
投

フ官
者

数
投

票
率

執
行

年
月

日

I
 

I
 

I
 

男
女

計
男

女
計

男
女

計
男

女
計

22. 
4
.

 30
 

1. 
943 

2
,
2
3
9
 

4
,
1
8
2
 

1. 
740 

1,747 
3
,
4
8
7
 

8
9
.
5
5
 

78.03 
8
3
.
3
8
 

26. 
4. 

30 
2
,
0
8
9
 

2
,
3
3
8
 

4
,
4
2
7
 

1
,
7
9
2
 

1,710 
3
,
5
0
5
 

85. 7
8
 

7
3
.
1
4
 

7
9
.
1
0
 

30
.

 4. 
2
3
 

2
,
2
3
0
 

2
,
4
6
2
 

4
,
6
9
2
 

2
,
1
8
4
 

2
,
3
9
5
 

4
,
5
7
9
 

L
 80
4
 

1
,
7
4
5
 

3
,
5
4
9
 

8
2
.60 

7
2
.

 
8706,

 
I

 
1

 
77.51 

34
.

 4. 
2
3
 

2
,2
5
9
 

2
.4
4
9
 

4
,
7
0
8
 

2
,
1
9
6
 

2
,381 

4
,
5
7
7
 

1. 
981 

1
,993 

3,974 
90.21 

83. 7
 

86
.8
3
 

38. 
4. 

7
 

2
,1
1
6
 

2
,
3
9
3
 

4
,5
0
9
 

2
,
0
8
8
 

2
,3
7
2
 

4
,
4
6
0
 

1. 
720 

1,747 
3
,
4
6
7
 

8
2
.
3
8
 

7
3
.
6
5
 

77. 74 

42. 
4. 

15
 

2
,
0
3
3
 

2
,
3
3
3
 

4
,
3
6
6
 

2
,
0
1
7

 
2
,

 322
1

 
4
,
3
3
9
 

1. 
5
7
0
 

1
,
6
1
8
 

3
,
1
8
8
 

77. 8
3
 

6
9
.
6
8
 

73.47 

46. 
4. 

11 
2
,0
7
2
 

2
,
3
4
1
 

4
,
4
1
3
 

無
投

票

50. 
4. 

13
 

2
,
3
3
7

 
2
,
6
3
0
 

4
,967 

2
,
2
8
0
 

2
,550 

4
,
8
3
0
 

1
,8
9
0
 

2
,
0
1
0
 

3
,
9
0
0
 

82
.8

9
 

7
8
.
8
2
 

80. 75 

54. 
4. 

8
 

2
,
5
16

 
2
,
8
3
1

 
5
,
3
4
7
 

2
,
4
6
0
 

2
,
7
4
8

 
5
,
2
0
8
 

1. 
9
4
8
 

2
,044 

3
,
9
9
2
 

7
9
.1
9
 

74
.3
8
 

7
6
.
6
5
 

5
8
.

 4. 
10 

2
,
7
1
6
 

3
,
0
2
7
 

5
,
7
4
3
 

2
,
6
4
3
 

2
,
9
5
9
 

5
,
6
0
2
 

2
,1
4
4
 

2
,401 

4
,
5
4
5
 

8
1
.
1
2
 

81. 14 
81. 13 

62. 
4. 

12 
2
,
7
5
4
 

3
,
1
4
9
 

5
,
9
0
3
 

2
,
6
9
5
 

3,091 
5
,
7
8
6
 

2
,
1
4
5
 

2,441 
4
,
5
8
6
 

7
9
.
5
9
 

7
8
.
9
7
 

7
9
.
2
6
 

9Sl 

慨S抵



第
51
表

衆
院

選
の

記
録

課淫に蔀N撚

選
挙

人
名

湖
登

録
者

数
選

挙
当

日
有

権
者

数
投

票
者

数
投

票
率

執
行

年
月

日

I
 

I
 

I
 

I
 

男
女

計
男

女
計

男
女

計
男

女
計

2
2
.

 4. 
25 

1. 
9
7
5
 

2
,
2
8
9

 
4,264 

1. 
3
6
4
 

8
6
8
 

2
,
2
1
4
 

6
8
.
1
5
 

3
7
.
9
2
 

51. 92 

24. 
1. 

23 
2
,
0
0
0
 

2
,
2
5
4
 

4
,
2
5
4
 

1. 
614 

1
,
2
6
6
 

2
,8

8
0
 

80
.

 
70 

5
6
.
1
7
 

6
7
.
7
0
 

27. 
10. 

1
 

2,214 
2
,
5
0
6
 

4,720 
1. 
841 

1
,
7
4
8
 

3
,
5
8
9
 

83
.15 

69. 75 
76.04 

28. 
4. 

1
9
 

2,124 
2
,395 

4
,
5
1
9
 

1,783 
1. 

709 
3
,
4
9
2
 

8
3
.
9
5
 

71. 36 
77.27 

30. 
2
.

 27 
2
,
1
8
6
 

2
,
4
1
8
 

4,604 
1
,
8
3
9
 

1. 
789 

3
,
6
2
8
 

8
6
.
5
0
 

7
3
.
9
9
 

78.80 

33. 
5. 

2
2
 

2
,
3
1
0
 

2
,
4
6
6
 

4. 
7
7
6
 

1,894 
1. 

751 
3
,
6
4
5
 

8
1
.
9
9
 

71
.

 
01 

76
.32 

35. 
11. 

20 
2
,
2
6
4
 

2,451 
4,

7
1
5
 

]
,8
5
7
 

1. 
763 

3,
6
2
0
 

8
2
.
0
2
 

71. 93 
76

.
 

78 

38. 
11. 

21 
2
,
1
2
7
 

2
,
4
3
3
 

4
,
5
6
0
 

1
,
6
5
0
 

I. 
726 

3
,
3
7
6
 

7
7
.
5
7
 

70
.94 

74.04 

42. 
1. 

2
9
 

2
,
0
1
9
 

2
,
3
1
5
 

4
,
3
3
4
 

1
,
6
2
2
 

1. 
8
1
8
 

3
,
4
4
0
 

80.
34 

7
8
.5

3
 

7
9
.
3
7
 

44. 
12. 

27 
2
,
0
4
3
 

2
,
3
4
9
 

4
,
3
9
2
 

1,581 
1,760 

3,341 
7
7
.
3
9
 

7
4
.
9
3
 

76.07 

47. 
12. 

10 
2
,
1
8
9
 

2
,
4
5
4
 

4
,
6
4
3
 

1. 
727 

1. 
8
6
2
 

3
,
5
8
9
 

7
8
.
8
9
 

7
5
.
8
8
 

77.30 

51. 
12. 

5
 

2
,
3
7
9
 

2,661 
5
,
0
4
0
 

1. 
8
0
2
 

1
,
9
3
2
 

3,7
3
4

 
75. 75 

72.60 
74

.
 

0
9
 

54
.

 10. 
7

 
2
,
5
2
9
 

2
,
8
4
1
 

5
,
3
7
0
 

2
,5
2
9
 

2,841 
5
,
3
7
0
 

2
,
0
3
8
 

2
,
1
7
0
 

4
,
2
0
8
 

80
.59 

7
6
.
3
8
 

78
.36 

55. 
6. 

2
2
 

2
,570 

2,861 
5,431 

2
,
5
0
6
 

2,780 
5
,
2
8
6
 

1
,9
1
0
 

2,0
44 

3
,954 

76
.22 

73.53 
7
4
.
8
0
 

58. 
12. 

18 
2
,
6
9
3
 

3
,05

3
 

5
,
7
4
6
 

2
,
6
1
2
 

3
,
0
0
2
 

5
,
6
1
4
 

1
,7
8
5
 

2
,
0
5
8
 

3
,
8
4
3
 

6
8
.34 

6
8
.
5
5
 

6
8
.45 

61. 
7
.

 6
 

2
,
6
9
3

 
3,114 

5
,
8
0
7
 

2
,
6
3
8
 

3
,
1
0
7
 

5, 
7
4
5
1

 
1,911 

2
,
1
7
7
 

4
,
0
8
8
 

72.44 
7
0
.
0
7
 

7
1
.
1
6
 

LSI 



第
52
表

参
院

選
の

記
録

蒋翠肉芯将以苗悶楚慨g娑

選
挙

人
名

緒
登

録
者

数
選

挙
当

H
有

権
者

数
投

票
者

数
投

票
率

執
行
年
月
日

一
厨
ー

女
］

計
I
 

I
 

I
 

I
 

男
女

計
男

女
計

男
女

計

22. 
4
.

 20 
1
,
9
7
9
 

2
,
2
9
5
 

4
,
2
7
4
 

L
 404 

1,044 
2
,
4
4
8
 

7
0
.
9
4
 

4
5
.
4
9
 

5
7
.
2
7
 

2
5
.

 6. 
4

 
2
,
0
3
9
 

2,271 
4
,310 

1. 
464 

1
,
0
7
6
 

2
,
5
4
0
 

71. 8
0
 

4
7
.
3
9
 

5
8
.
9
3
 

28. 
4
.

 24 
2
,
1
2
3
 

2
,
3
9
4
 

4
,
5
1
7
 

1
,
4
4
9
 

1. 
211 

2
,
6
6
0
 

6
8
.
2
5
 

5
0
.
5
8
 

5
8
.
8
9
 

31. 
7
.

 8
 

2
,260 

2
,
4
4
2
 

4
,
7
0
2
 

], 
6
3
2
 

1. 
350 

2
,
9
8
2
 

72
.21 

5
5
.
2
8
 

6
3
.
4
2
 

34. 
6. 

2
 

2
,
2
8
2
 

2
,
4
7
5
 

4
,
7
5
7
 

1
,6
0
7
 

1,297 
2
,
9
0
4
 

7
0
.
4
2
 

52.40 
6
1
.
0
5
 

37. 
7. 

1
 

2
,
2
0
2
 

2
,
4
3
7
 

4
,
6
3
9
 

2
,
197 

2
,
4
3
4
 

4,631 
1
,
4
5
8
 

1
,
3
1
8
 

2
,
7
7
6
 

6
6
.
3
6
 

5
4
.
1
5
 

5
9
.94 

40. 
7. 

4
 

2
,
0
0
5
 

2
,
2
9
5
 

4
,
3
0
0
 

2
,0
0
2
 

2
,291 

4
,2
9
3
 

1. 
3
9
0
 

1
,397 

2
,
7
8
7
 

69. 4
3
 

6
0
.
9
8
 

64
.92 

43
.

 7
.

 7
 

2
,0
0
2
 

2
,
2
9
0
 

4
,
2
9
2
 

1,981 
2
,
2
7
2
 

4
,
2
5
3
 

1. 
4
6
2
 

1. 
4
9
5
 

2
,
9
5
7
 

73
.80 

6
5
.
8
0
 

69.53 

46. 
6
.

 27 
2
,
0
7
3
 

2
,
3
3
0
 

4
,
4
0
3
 

2
,
0
7
0
 

2
,
3
2
7
 

4
,3
9
7
 

1. 
331 

1,291 
2
,
6
2
2
 

6
4
.
3
0
 

55
.4
8
 

5
9
.
6
3
 

49. 
7. 

7
 

2
,
2
9
3
 

2
,
5
9
8
 

4
,
8
8
2
 

2
,
2
7
7
 

2
,
5
7
2
 

4
,
8
4
9
 

1. 
781 

1
,
9
2
8
 

3
,
7
0
9
 

7
8
.
2
2
 

74.96 
76

.4
9
 

5
2
.

 7. 
10 

2
,
4
1
6
 

2
,
7
0
8
 

5,
124 

2
,
4
0
2
 

2
,6
9
5
 

5
,
0
9
7
 

1
,
9
0
5
 

2
,
0
8
9
 

3,994 
79.31 

77. 51 
7
8
.
3
6
 

5
5
.

 6
.

 22 
2
,570 

2
,
8
6
1
 

5,431 
2
,
5
0
6
 

2
,
7
8
0
 

5
,
2
8
6
 

l, 
叩

9
2
,
0
4
4
 

3
,
9
5
3
 

7
6
.
1
8
 

7
3
.
5
3
 

74
.

 
7
8
 

5
8
.

 6. 
26 

2
,7
0
8
 

3
,
0
2
5
 

5
,
7
3
3
 

2
,
6
3
3
 

2
,
9
5
4
 

5
,
5
8
7
 

1
,
8
4
2
 

2
,
0
0
9
 

3,851 
69

.9
6
 

68.01 
6
8
.
9
3
 

61. 
7. 

6
 

2
,693 

3
,
1
1
4
 

5
,
8
0
7
 

2
,
6
3
8
 

3,107 
5
,
7
4
5
 

1,911 
2
,
1
7
6
 

4
,
0
8
7
 

72.44 
70

.04 
71.14 

8S1 


